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タ
ク

シ
ー

運

転
手
歴4

0

年

の

藤
村
秀

平(

6 0)

。
定

年
退
職

の
最

後

日
、

カ

フ
ェ

オ

ー
ナ
ー

の
三

木

麗
子

(

3 8)

を
乗

せ
る
。
麗

子
が
財

布
を

忘

れ
、
藤

村
が

立

て
替
え

た
こ

と

か
ら
、

二
人

は

知
り
合

い
に

な

る
。 

藤
村
は
、
定
年

後

に
妻
の

藤
村

美

桜(

5 8)

と
喫
茶

店
を
開

く
約

束

を
し
て

い
た

。

し
か
し

、
い

ざ

定
年

に
な
っ

て
み

る

と
、

美

桜
は

約

束
を
忘

れ
て

い

た
。

喫
茶
店

で
使

う

予
定
で

作
り

溜

め
て
い

た
マ

グ

カ
ッ

プ
も
、

人
に

あ

げ
て
し

ま
っ

て

い
た
。

藤
村

は

シ
ョ

ッ
ク
を

受
け

る

。
し
か

し
、

藤

村
は
喫

茶
店

を

開
く

べ
く
、

一
人

行

動
を
始

め
る

。 

藤
村
は

麗
子

に

、
修
行

の
為

に

カ
フ
ェ

で

働

か

せ

て
欲
し

い
と

頼

む
。
戸

惑
う

麗

子
だ
っ

た
が

、

浮
気

を
し
て

家
を

出

て
行
っ

た
夫

を

探
す
条

件
と

引

き
換

え
に
、

藤
村

を

雇
う
。 

最
初
は

何
も

出

来
な
か

っ
た

藤

村
だ
が

、

麗

子

の

指
導
の

下
、
懸
命

に
働
く

。
夫

が
出

て
行
っ

て

以

来

、

元
気
の

無
か

っ

た
麗
子

に
も

元

気
が
戻

る
。

妻

と
の

夢
を
今

は
一

人

で
追
い

か
け

て

い
る
藤

村
、

夫

が
始



 

 

め
た
カ

フ
ェ

を

一
人
で

続
け

て

い
る
麗

子
。

境

遇
の

似
て
い

る
二

人

は
、
友

情
を

育

む
。 

藤
村
の

タ
ク

シ

ー
ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

に
よ

り
、

麗

子

の
夫
は

す
ぐ

に

見
つ
か

る
。

藤

村
と
共

に
夫

の

ア
パ

ー
ト
を

訪
れ

る

麗
子
。

し
か

し

麗
子
は

夫
に

会

お
う

と
し
な

い
。 

一
方
美

桜

は

、

趣
味
の

陶
芸

教

室
の
窯

焼

き

で

山

に
登
り

、
遭

難

し
て
し

ま
う

。

陶
芸
仲

間
が

、

最
近

の
美
桜

は
物

忘

れ
が
多

く
、

陶

芸
の
腕

も
落

ち

て
い

る
と
心

配
し

た

こ
と
か

ら
、

病

院
で
検

査
を

す

る
。

美
桜
は

、
若

年
性

ア
ル
ツ

ハ
イ

マ

ー
と
診

断
さ

れ

る
。

藤
村
と

の
約

束

を
忘
れ

た
の

も

、
全
て

は
病

気

の
せ

い
だ
っ

た
の

だ

。

藤
村

は
落

ち

込
み
、

喫
茶

店

を
開

こ
う
と

し
て

い

た

熱
海

へ
向

か

う
。
藤

村
は

、

美
桜

が
約
束

を
覚

え

て
い
た

か
ど

う

か
、
話

せ
る

う

ち
に

話
し
て

お
け

ば

よ
か
っ

た
と

後

悔
す
る

。 

美
桜
が

再
び

迷

子
に
な

る
。

美

桜
は
、

家

の

近

所

の
河
原

を
、

昔

新
婚
旅

行
で

行

っ
た
熱

海
だ

と

勘
違

い
し
て

い
た

。

藤
村
と

美
桜

は

、
河
原

を
眺

め

な
が

ら
、
思

い
出

を

語
り
合

う
。

そ

れ
を
見

て
、

麗

子
は



 

 

夫
と
向

き
合

う

こ
と
を

決
意

す

る
。 

 

家
に

帰
る

と

、
美
桜

が
喫

茶

店
の
開

業
の

為

に
コ

ツ
コ
ツ

貯
め

て

い
た

預

金
通

帳

が
見
つ

か
る

。

藤
村

は
、
喫

茶
店

開

業
を
決

意
す

る

。 

し
か
し

、

コ

ロ

ナ
の
渦

が
近

づ

い
て
い

た
。

藤

村

は
美
桜

と
共

に

キ
ッ
チ

ン
カ

ー

で
の
コ

ー
ヒ

ー

販
売

を
始
め

る
。

喫

茶
店
で

は
な

い

も
の
の

、
二

人

は
夢

を
叶
え

る
。 

 
 



 

 

人
物
表 

藤
村
秀

平(

6 0)
 

元

タ
ク
シ

ー
運

転

手 

三
木
麗

子(

3 8)
 

C
a

fe
 T

r
e

e

オ

ー
ナ

ー 

藤
村
美

桜(
5 8)

 

藤

村
の
妻 

藤
村
徹

也(

2 8)
 

藤

村
の
息

子 

三
木
和

久(

4 0)
 

無

職 

鈴
木
聡

美(

2 3)
 

C
a

fe
 T

r
e

e

従

業
員 

日
吉
隆

久(

4 0)
 

陶

芸
家 

花
村
和

江(

5 4)
 

主

婦 

東
南
タ

ク
シ

ー

の
社
員

達 

C
a

fe
 T

r
e

e

の
従

業
員
達 

病
院
の

医
師 
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○
首
都
高

4

号
線 

路
上

（
朝

） 

テ
ロ
ッ

プ
「2

0
1
9

年

1
1

月
」 

車
が
行

き
か

っ

て
い
る

。
高

層

ビ
ル

が

立
ち

並
ん
で

い
る

。

朝
日
が

ビ
ル

を

赤
く

染

め
て

い
る
。

都
庁

に

朝
日
が

反
射

し

て
い
る

。
オ

レ
ン
ジ

色
の

タ

ク
シ
ー

が
走

っ

て
い
る

。 

 

○
同 

タ

ク
シ

ー

車
内
（

朝
） 

藤
村
秀

平(

6 0)

、
微

笑
を
浮

か
べ

て

ハ
ン
ド

ル
を
握

っ
て

い

る
。
藤

村
、

バ

ッ
ク
ミ

ラ
ー

で
ち
ら

っ
と

後

ろ
を
見

る
。
後
部

座
席

に

は
、

三

木

麗

子(

3 8)

が

ぐ

っ

た

り

と

座

っ

て

い

る
。
麗

子
の

横

に
は
、

袋
に

入

っ
た

フ

ラ
ン

ス
パ
ン

が
何

本

も
置
い

て
あ

る

。 

藤
村
「

い
い

香

り
で
す

ね
ぇ

」 

麗
子
、

フ
ラ

ン

ス
パ
ン

を
チ

ラ

ッ
と

見

る
。 

麗
子
「

あ
ぁ

」 

藤
村
「

朝
か

ら

お
買
い

物
で

す

か
」 

麗
子
「

別
に

私

が
食
べ

る
訳

じ

ゃ
あ
り

ま
せ

ん

よ
」 

麗
子
、

不
機

嫌

そ
う
に

眉
を

寄

せ
て
、

目
を
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つ
ぶ
る

。 
麗
子
「

少
し

寝

ま
す
。

着
い

た

ら
起
こ

し
て

く

だ
さ

い
」 

藤
村
、

肩
を

す

く
め
る

。
朝

日

が
藤
村

の
握

る
ハ
ン

ド
ル

も

照
ら
し

始
め

る

。
藤
村

、
シ

フ
ト
レ

バ
ー

を

操
作
し

て
、

ス

ム
ー
ズ

に
車

線
変
更

を
す

る

。 

 

○
表
参
道 

路

上

（
朝
） 

街
路
樹

は
紅

葉

し
て
い

る
。

路

肩
に

路

上
駐

車
さ
れ

た
車

が

並
ん
で

い
る

。

藤
村

の

運
転

す
る
タ

ク
シ

ー

が
、
ス

ム
ー

ズ

に
縦
列

駐
車

を
す
る

。 

 

○
同 

タ

ク
シ

ー

車
内
（

朝
） 

藤
村
、

サ
イ

ド

ブ
レ
ー

キ
を

引

く
。

藤

村
、

後
部
座

席
を

振

り
向
く

。
麗

子

が
目

を

つ
ぶ

っ
て
だ

ら
し

な

い
格
好

で
寝

て

い
る
。 

藤
村
「

お
客

さ

ん
、
着

き
ま

し

た
」 

麗
子
、
半
目

を
開

け
て
体

を
起

こ

す
。
麗

子
、
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窓
に
頭

を
ぶ

つ

け
る
。 

藤
村
「

こ
こ

で

大
丈
夫

で
す

か

？
」 

麗
子
「

あ
ぁ

、

は
い

。

お
い

く

ら
で
す

か
」 

藤
村
「3

6
5
0

円
で
す
」 

麗
子
、

シ
ー

ト

ベ
ル
ト

を
外

す

。
麗
子

、
バ

ッ
グ
に

手
を

入

れ
る
。

麗
子

、

手
を

動

か
し

て
、
目

を
見

開

く
。
麗

子
、

ト

レ
ン
チ

コ
ー

ト
の
ポ

ケ
ッ

ト

に
も
手

を
入

れ

る
。 

麗
子
「

え
っ

、

あ
れ
？

」 

藤
村
、

麗
子

を

見
つ
め

て
い

る

。 

藤
村
「

も
し

か

し
て
、

お
財

布

、
お
忘

れ
と

か

？
」 

麗
子
、

頭
を

か

き
む
し

る
。 

麗
子
「

い
え

、

大
丈
夫

で
す

。

確
か
こ

こ
に

、

ク
レ

ジ
ッ
ト

カ
ー

ド

が…

」 

麗
子
、

バ
ッ

グ

の
内
ポ

ケ
ッ

ト

や
外

ポ

ケ
ッ

ト
も
開

け
る

。

麗
子
、

瞬
き

を

す
る
。 

麗
子
「

え
ー

、

無
い
。

ど
う

し

て
？
」 

藤
村
「

誰
か

に

借

り
て
来

ら
れ

た

ら
ど
う

で
す

か

？
」 

麗
子
、

腕
時

計

を
見
つ

め
る

。

時
計

は

6

時

を
示
し

て
い

る

。
麗
子

、
が

っ

か
り
と

肩
を
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落
と
す

。 
麗
子
「

だ
め

。

ま
だ
誰

も
出

勤

し
て
な

い
」 

麗
子
、

大
き

な

た
め
息

を
つ

く

。 

麗
子
「

申
し

訳

な
い
け

ど
、

元

の
場
所

に
戻

っ

て
い

た
だ
け

ま
せ

ん

か
？
」 

藤
村
「

え
っ

、

初
台
ま

で
？

」 

麗
子
「

家
に

帰

れ
ば
、

お
金

あ

り
ま
す

か
ら

」 

麗
子
、

再
び

シ

ー
ト
ベ

ル
ト

を

着
用

す

る
。 

藤
村
、

ハ
ン

ド

ル
を
握

る
。

藤

村
、

バ

ッ
ク

ミ
ラ
ー

で
麗

子

を
見
つ

め
る

。

麗
子
、

が
っ

く
り
と

肩
を

落

と
し
て

い
る

。 

藤
村
「

あ
の

、

い
い
で

す
よ

、

お

金
」 

麗
子
「

え
？

」 

藤
村
「

と
り

あ

え
ず

私

が
立

て

替
え
て

お
き

ま

す
か

ら
」 

麗
子
、

迷
う

よ

う
に
藤

村
を

見

つ
め
る

。 

麗
子
「

そ
ん

な

訳
に
は

い
か

な

い
で
す

」 

藤
村
「

戻
る

と

、
お

金

も
時

間

も
倍
か

か
っ

ち

ゃ
う

し
。
も

っ
た

い

な
い

で

し
ょ

、

そ
ん
な

の
」 

藤
村
、

笑
っ

て

見
せ
る

。
麗

子

、
手

を

口
に
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当
て
て

藤
村

を

見
つ
め

る
。 

麗
子
「

だ
け

ど…

」 

藤
村
「

大
丈

夫

で
す
か

ら
。

何

か
連
絡

先
を

い

た
だ

け
れ
ば

、
そ

れ

で
」 

麗
子
、

た
め

息

を
つ
い

て
シ

ー

ト
ベ
ル

ト
を

外
す
。 

麗
子
「

じ
ゃ

あ

、
お

言

葉
に

甘

え
て…

」 

バ
ッ
グ

か
ら

名

刺
を
取

り
出

し

て
藤
村

に
渡

す
。
藤

村
、

名

刺
を
受

け
取

る

。
名
刺

に
は

「C
a
f
e
 
T
r
e
e
 

オ
ー
ナ

ー 
三

木
麗
子

」
と

書
か
れ

て
い

る

。
藤
村

、
目

を

見
開

い

て
名

刺
を
見

つ
め

る

。 

藤
村
「

喫
茶

店

の
方
だ

っ
た

ん

で
す
か

！
」 

麗
子
、

窓
の

外

を
指
差

す
。 

麗
子
「

こ
こ

の

横
道
を

入
っ

た

所
に
あ

る
店

な

ん
で

す
」 

藤
村
「

へ
ぇ

、

喫
茶
店

で
す

か

。
ふ
う

ん
！

な

る
ほ

ど
ね
ぇ

」 

藤
村
、

何
度

も

頷
く
。

藤
村

、

名
刺

を

裏
返

し
た
り

し
て

じ

っ
く
り

と
見

て

い
る

。 
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麗
子
「
あ

の
、
あ

り
が
と

う
ご

ざ

い
ま
す

。
じ
ゃ
あ

、

必
ず
ご

連
絡

し

て
お
支

払
い

し

ま
す
か

ら
。

そ

ち

ら
も
、

お

名

刺

い
た
だ

け
ま

す

か
？
」 

藤
村
、

名
刺

を

麗
子
に

渡
す

。 

藤
村
「

い
つ

で

も
結
構

で
す

よ

」 

名
刺
に

は
「

東

南
タ
ク

シ
ー 

藤
村

秀

平
」

と
書
か

れ
て

い

る
。
麗

子
、

名

刺
を

バ

ッ
グ

に
仕
舞

う
。

麗

子
、
軽

く
会

釈

を
し
て

、
タ

ク
シ
ー

の
外

に

出
る
。

麗
子

、

重
そ
う

に
フ

ラ
ン
ス

パ
ン

を

抱
え
て

い
る

。 

藤
村
「

あ
り

が

と
う
ご

ざ
い

ま

し
た
」 

藤
村
、

笑
顔

に

な
る
。

藤
村

、

麗
子

の

名
刺

を
丁
寧

に
財

布

に
仕
舞

う
。

藤

村
、
口

笛
を

吹
い
て

車
を

発

進
さ
せ

る
。 

 

○
レ
イ
ン

ボ
ー

ブ

リ
ッ
ジ

（

朝

） 

藤
村
の

タ
ク

シ

ー
が
走

っ
て

い

る
。 

 

○
同 

タ

ク
シ

ー

車
内
（

朝
） 

藤
村
、

ハ
ン

ド

ル
を
握

り
な

が

ら
東
京

湾
を
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眺
め
る

。
遠

く

に
東
京

タ
ワ

ー

が
見

え

る
。

藤
村
、

笑
顔

に

な
る
。 

 

○
東
南
タ

ク
シ

ー 

営
業

所 

入

口 

「
東
南

タ
ク

シ

ー 

営

業
所

」

と
書

か

れ
た

看
板
。

雨
だ

れ

の
目
立

つ
古

い

事
務
所

を
中

心
に
、

数
百

台

の
オ
レ

ン
ジ

色

の
タ
ク

シ
ー

が
停
ま

っ
て

い

る
。
藤

村
の

タ

ク
シ
ー

が
入

っ
て
来

る
。 

 

○
同 

洗

車
場 

藤
村
、

泡
の

つ

い
た
ス

ポ
ン

ジ

で
、

丁

寧
に

タ
ク
シ

ー
を

洗

っ
て
い

る
。

藤

村
、

ミ

ラ
ー

の
隅
ま

で
、

丁

寧
に
磨

い
て

い

る
。
藤

村
、

蛇
口
を

ひ
ね

っ

て
水
を

出
す

。

ホ
ー
ス

が
跳

ね
て
、

藤
村

に

水
が
か

か
る

。 

藤
村
「

わ
っ

と

！
」 

藤
村
、

ズ
ボ

ン

が
び
し

ょ
び

し

ょ
に

濡

れ
て

い
る
。

藤
村

、

た
め
息

を
つ

い

て
、
車

に
水

を
か
け

始
め

る

。 
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○
同 

営

業
所

内

（
夕
） 

古
い
机

と
椅

子

が
並
ぶ

、
簡

素

な
部
屋

。
従

業
員
が

数
名

、
デ

ス
ク
ワ

ー
ク

を

し
て
い

る
。

藤
村
、

タ
オ

ル

で
手
を

拭
き

な

が
ら

部

屋
に

入
っ
て

来
る

。

女
性
社

員
が

、

立
ち

上

が
っ

て
豪
華

な
花

束

を
藤
村

に
渡

す

。 

女
性
社

員
「

藤

村

さ
ん

、
ご

定

年
、
お

め
で

と

う
ご

ざ
い
ま

す
」 

社
員
達

が
全

員

立
ち
上

が
り

、
拍

手
を
す

る
。

藤
村
、
頭
を

か
き

な
が
ら

花
束

を

受
け

取

る
。 

藤
村
「

あ
り

が

と
う
ご

ざ
い

ま

す
」 

藤
村
、

照
れ

た

よ
う
に

お
辞

儀

を
す
る

。 

藤
村
「

ど
う

も

、4
0

年
も

お
世

話
に
な

り
ま

し

て
。

今
日
で

引
退

だ

な
ん
て

信
じ

ら

れ
ま
せ

ん
。

定

年

後
は
、

妻
と

の

長
年
の

夢
だ

っ

た
喫
茶

店

を

開

く

予
定
で

す
の

で

、

皆
さ

ん
ぜ

ひ

遊
び
に

来

て

く

だ

さ
い
」 社

員
達

、
一

段

と
大
き

く
拍

手

を
す
る

。 

 

○C
a
f
e
 
T
r
e
e
 

外

観
（
夕

） 
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お
し
ゃ

れ
な

街

並
み
。
「C

a
f
e
 
T
r
e
e

」
と
書

か
れ
た

看
板

。 

 

○
同 

店

内
（

夕

） 

店
内
は

観
葉

植

物
や
、

蔦
で

覆

わ
れ
た

、
ナ

チ
ュ
ラ

ル
な

雰

囲
気
。

数
組

の

客
が
、

コ
ー

ヒ
ー
を

飲
み

な

が
ら
談

笑
し

て

い
る
。 

調
理
カ

ウ
ン

タ

ー
の
内

側
に

、

エ
プ
ロ

ン
を

つ
け
た

麗
子

が

立
っ
て

い
る

。

麗
子
、

ポ
ッ

ト
で
お

湯
を

注

い
で
、

コ
ー

ヒ

ー
を

淹

れ
て

い
る
。
鈴
木

聡
美(

2 3)

が
、
麗
子

の

側

に
立

っ
て
い

る
。 

聡
美
「

そ
の

タ

ク
シ
ー

の
運

転

手
さ
ん

、
い

い

人
で

す
ね
」 

麗
子
「

そ
う

な

の
。

正

直
、

助

か
っ
ち

ゃ
っ

た

」 

麗
子
、

コ
ー

ヒ

ー
を
聡

美
に

渡

す
。 

麗
子
「

聡
美

ち

ゃ
ん
、

こ
れ

3

番
に
お

願
い

」 

聡
美
「

は
ー

い

」 

聡
美
、

コ
ー

ヒ

ー
を
持

っ
て

立

ち
去

る

。
麗

子
、
エ

プ
ロ

ン

の
ポ
ケ

ッ
ト

か

ら
名
刺

と
ス
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マ
ホ
を

取
り

出

す
。
麗

子
、

ス

マ
ホ

を

操
作

し
て
、

耳
に

当

て
る
。

発
信

音

。 

女
性
の

声
「

は

い
、
東

南
タ

ク

シ
ー
で

す
」 

麗
子
「

あ
、

も

し
も
し

、
す

み

ま
せ
ん

。

私

、

三
木

と
申
し

ま
す

が

、

藤
村

さ
ん

い

ら
っ
し

ゃ
い

ま

す

か
？
」 

女
性
の

声
「

藤

村
、
で

す
か…

」 

麗
子
、

名
刺

を

見
て
答

え
る

。 

麗
子
「

藤
村

秀
平

さ
ん
で

す
。
そ
ち

ら
の
運

転
手

の

」 

女
性
の

声
「

あ

ぁ
。
藤

村
で

し

た
ら
、

退
職

し

ま
し

た
が
」 

麗
子
「

え
？

あ

の
、
で

も
今

朝

、
藤
村

さ
ん

の

タ
ク

シ
ー
に

乗
っ

た

ん
で
す

け
ど

」 

女
性
の

声
「

今

日
で
定

年
退

職

だ
っ
た

ん
で

す

」 

麗
子
「

え
っ

、

そ
う
で

す
か…

。
私
、

ち
ょ

っ

と
藤

村
さ
ん

に
お

返

し
し
な

い
と

い

け
な
い

も
の

が

あ

っ
て…

。
ご

連

絡
先
、

教
え

て

い
た
だ

け
な

い

で

し
ょ
う

か
」 

女
性
の

声
「

申

し
訳
あ

り
ま

せ

ん
が
、

個
人

情

報
で

す
の
で

お

教

え

で
き
な

い
ん

で

す
」 
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麗
子
、

唖
然

と

し
て
名

刺
を

見

つ
め
る

。 

 

○
藤
村
の

自
宅 

外
観
（

夜
） 

住
宅
街

。
古

い
が

、
大
き

な
一

軒
家

。「
藤
村

」

と
書
か

れ
た

表

札
。 

 

○
同 

玄

関

中

（

夜
） 

藤
村
、

花
束

を

持
っ
て

玄
関

を

開
け
る

。
革

靴
が
置

い
て

あ

る
。
藤

村
、

靴

を
脱

い

で
部

屋
に
上

が
る

。 

 

○
同 

台

所
（

夜

） 

藤
村
が

部
屋

に

入
る
と

、
藤
村

美

桜(

5 8)
と

藤
村
徹

也(

2 8)

が
手
を
背

中
に

回

し
て

、
笑

顔
で
立

っ
て

い

る
。
美

桜
と

徹

也
が

背

中
か

ら
手
を

出
し

て

、
ク
ラ

ッ
カ

ー

を
鳴

ら

す
。 

美
桜
・

徹
也

「

お
父
さ

ん
、

定

年
お
め

で
と

う

！
」 

藤
村
の

頭
に

、

ク
ラ
ッ

カ
ー

か

ら
出

た

リ
ボ

ン
や
紙

吹
雪

が

乗
る
。

藤
村

、

笑
顔
。 

壁

に

は

横

断

幕

に

手

書

き

で

「

お

父

さ

ん 
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4
0

年
間
お
疲
れ

様
で
し

た
」
と
書

か
れ
、
手

作
り
の

花
や

リ

ボ
ン
が

飾
ら

れ

て
い
る

。
テ

ー
ブ
ル

に
は

、

お
寿
司

や
か

ら

揚
げ
、

サ
ラ

ダ
が
並

ん
で

い

る
。 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

藤
村
、
徹
也

が
向

か
い
合

っ
て

座

っ
て
い

る
。

美
桜
、

お
味

噌

汁
を
並

べ
て

い

る
。
徹

也
が

箸
を
伸

ば
し

て

寿
司
を

取
り

、

頬
張

る

。 

藤
村
、
ビ
ー

ル
を

一
気
に

飲
み

干

す
。
藤

村
、

目
を
つ

ぶ
っ

て

大
き
く

息
を

吐

き
出

す

。
徹

也
、
藤

村
の

グ

ラ
ス
に

ビ
ー

ル

を
注

ぐ

。 

徹
也
「

ど
う

？

久

し
ぶ
り

の
ビ

ー

ル
は
。
美
味

い
？

」 

藤
村
「

別
に

美

味
い
っ

て
も

ん

じ
ゃ
な

い
な

、

こ
れ

は
。
記

念

だ

、

記
念
」 

徹
也
、

笑
う

。

美
桜
も

食
卓

に

つ
く
。 

藤
村
「

徹
也

、

仕
事

は

大
丈

夫

だ
っ
た

の
か

？

」 

徹
也
「

こ
の

後

、
ま
た

戻
ら

な

い
と
」 

美
桜
「

え
ぇ

？

も
う

夜

じ
ゃ

な

い
の
」 

徹
也
「
俺

達

、
零

細
企
業
の

S
E

に
は
、
朝
も

夜
も

関

係
な
い

の
」 
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美
桜
「

じ
ゃ

あ

あ
ん
た

、
い

っ

ぱ
い
食

べ
て

行

き
な

さ
い
」 美

桜
、

徹
也

の

皿
に
か

ら
揚

げ

を
取

り

分
け

る
。
徹

也
、

嬉

し
そ
う

に
か

ら

揚
げ
を

か
じ

る
。
徹

也
、

し

か
め
っ

面
に

な

る
。 

徹
也
「

何
か

、

い
つ
も

と
違

く

な
い
！

？
」 

藤
村
も

か
ら

揚

げ
を
食

べ
る

。

藤
村
、

美
桜

の
顔
を

見
つ

め

る
。
美

桜
、

首

を
か
し

げ
て

か
ら
揚

げ
を

食

べ
る
。

美
桜

、

し
ば
ら

く
咀

嚼
し
て

か
ら

、

弾
け
る

よ
う

に

笑
い
だ

す
。 

美
桜
「

や
だ

、

こ
れ
。

味
付

け

し
忘
れ

て
る

」 

徹
也
「

え
ー

、

も
う
。

勘
弁

し

て
よ
～

」 

徹
也
、

立
ち

上

が
っ
て

冷
蔵

庫

か
ら

マ

ヨ
ネ

ー
ズ
を

取
り

出

す
。 

美
桜
「

お
母

さ

ん
、
ま

た
ぼ

け

ち
ゃ
っ

た
」 

徹
也
、

か
ら

揚

げ
に
マ

ヨ
ネ

ー

ズ
を
た

っ
ぷ

り
か
け

る
。 

徹
也
「

や
だ

や

だ
。

親

が
年

取

る
っ
て

の
は

、

切
な

い
ね
。

お

父

さ

ん
も
、

も
っ

と

働
け
ば

良

か

っ

た

の
に
。
ま
だ

働
こ

う
と
思

え
ば

働

け
た
ん

だ
ろ

？
」 
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美
桜
「

そ
う

よ

、
お

父

さ
ん

、

随
分
引

き
留

め

ら
れ

た
ん
だ

か
ら

」 

徹
也
「6

5
ま
で

は
、
年

金
も

も
ら

え
な
い

ん
だ

ろ

？

生
活
、

大
丈

夫

な
の
？

」 

藤
村
「

ま
ぁ

、

し
ば
ら

く
は

。

退
職
金

も
あ

る

か
ら

な
」 

徹
也
「

へ
ー

！

タ
ク
シ

ー
会

社

っ
て
退

職
金

出

る
ん

だ
」 

美
桜
「

そ
う

よ

、
お

父

さ
ん

は

真
面
目

だ
か

ら

、
も

ら
え
る

も
の

は

、
ち
ゃ

ん
と

も

ら
え
る

の
よ

」 

徹
也
「

退
職

金

っ
て
い

く
ら

ぐ

ら
い
？

」 

美
桜
「

さ
ぁ

？

い
く
ら

？
」 

美
桜
と

徹
也

、

藤
村
を

見
つ

め

る
。

藤

村
、

目
を
見

開
い

て

美
桜
を

見
つ

め

る
。 

藤
村
「

言
っ

た

だ
ろ
」 

美
桜
「

え
？

私

に
？
」 

藤
村
「

言
っ

た

よ
」 

美
桜
「

い
つ

？

」 

藤
村
「

だ
か

ら

、
結
婚

す
る

時

に
」 

美
桜
、

口
に

手

を
当
て

て
笑

い

出
す
。 
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美
桜
「

や
だ

、

そ
ん
な

の
覚

え

て
な
い

わ
よ

」 

美
桜
と

徹
也

、

顔
を
見

合
わ

せ

て
笑

う

。 

徹
也
「

父
さ

ん

、
こ
れ

か
ら

何

す
る
の

？
」 

藤
村
「

そ
れ

は

、
な
ぁ

？
」 

藤
村
、

眉
を

上

げ
て
美

桜
を

見

る
。

美

桜
、

お
寿
司

を
食

べ

な
が
ら

藤
村

を

見
る
。 

美
桜
「

何
す

る

の
？
」 

藤
村
、

目
を

見

開
い
て

美
桜

を

見
つ
め

る
。 

美
桜
「

私
は

ま

だ
ま
だ

陶
芸

頑

張
る
わ

よ
！

」 

徹
也
「

父
さ

ん

も
趣
味

で
も

作

れ
ば
？

急
に

ぼ

け
な

い
で
く

れ
よ

～

」 

美
桜
と

徹
也

、

笑
っ
て

い
る

。

藤
村
、

黙
っ

て
ビ
ー

ル
を

注

い
で
一

気
飲

み

す
る

。 

 

○
同 

風

呂
場

（

夜
） 

藤
村
、

肩
ま

で

風
呂
に

浸
か

っ

て
い
る

。
藤

村
、
指

で
壁

を

こ
す
る

。 

藤
村
「4
0

年
、

か
」 

足
音
。

風
呂

場

の
ド
ア

の
す

り

ガ
ラ
ス

に
、

足
の
影

が
映

っ

て
い
る

。 
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美
桜
の

声
「

バ

ス
タ
オ

ル
、

こ

こ
に
置

い
て

お

き
ま

す
ね
」 

藤
村
「

あ
ぁ

。

あ
り
が

と
う

」 
藤
村
、

湯
を

手

で
す
く

っ
て

、

顔
を

洗

う
。 

美

桜

の

声

「

し

ば

ら

く

は

ゆ

っ

く

り

す

る

ん

で

し

ょ
？
」 

藤
村
「

あ
、

い

や
」 

美
桜
の

声
「

何

か
あ
る

の
？

」 

藤
村
「

う
ん

。

あ
の
さ…

」 

藤
村
、

ば
し

ゃ

ば
し
ゃ

と
顔

を

洗
う
。 

藤
村
「

本
当

に

覚
え
て

な
い

か

？
ほ
ら…
」 

足
音
が

遠
ざ

か

っ
て
行

く
。

藤

村
、

頭

ま
で

湯
に
浸

か
っ

て

息
を
ぶ

く
ぶ

く

と
吐

き

出
す

。 

 

○
小
田
急

線 

車

内 

空
い
て

い
る

電

車
。
藤

村
、

座

っ
て

景

色
を

眺
め
て

い
る

。

電
光
掲

示
板

に

「
新
宿

行
」

と
表
示

さ
れ

て

い
る
。 

 

○
表
参
道 

大

通

り 
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高
級
店

が
立

ち

並
ぶ
通

り
。

藤

村
、

き

ょ
ろ

き
ょ
ろ

と
辺

り

を
見
回

し
な

が

ら
歩

い

て
い

る
。
藤

村
、

手

に
名
刺

を
持

っ

て
い
る

。 

 

○C
a
f
e
 
T
r
e
e
 

前

の
道 

藤
村
、

店
を

見

つ
め
て

い
る

。

テ
ラ
ス

席
に

客
が
座

っ
て

い

る
。
中

か
ら

、

エ
プ
ロ

ン
を

付
け
た

麗
子

が

出
て
来

る
。

藤

村
、
目

を
見

開
く
。

麗
子

、

テ
ラ
ス

席
の

グ

ラ
ス

や

皿
を

片
付
け

て
い

る

。
藤
村

、
麗

子

に
近

づ

く
。 

 

○
同 

テ

ラ
ス

席 

テ
ー
ブ

ル
を

拭

い
て
い

る
麗

子

。
藤
村

、
麗

子
に
後

ろ
か

ら

近
づ
く

。 

藤
村
「

す
み

ま

せ
ん
」 

麗
子
、

振
り

返

る
。 

麗
子
「

い
ら

っ
し

ゃ
い
ま

せ
。
お

一

人
様
で

す
か

？

」 

藤
村
「

あ
の

、

覚
え
て

ま
す

か

？
こ
れ…

」 

藤
村
、「

三
木

麗

子
」
と
書

か
れ

た

名
刺
を

見

せ
る
。

麗
子

、

藤
村
を

見
つ

め

る
。 
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藤
村
「

あ
の

、

私
タ
ク

シ
ー

の

」 

麗
子
、

目
を

見

開
く
。 

麗
子
「

あ
ぁ

！

あ
の

時

の
！

」 
藤
村
、

笑
顔

に

な
る
。 

 

○
同 

客

席 

藤
村
、

ソ
フ

ァ

席
に
座

っ
て

い

る
。
藤

村
、

メ
ニ
ュ

ー
を

じ

っ
と
見

つ
め

て

い
る
。
藤
村

、

小
さ
い

声
で

メ

ニ
ュ
ー

を
読

ん

で
い
る

。
麗

子
が
、

水
を

持

っ
て
や

っ
て

来

る
。

麗

子
、

藤
村
の

前
に

水

を
置
く

。
藤

村

、
は
っ

と
し

て
メ
ニ

ュ
ー

か

ら
顔
を

上
げ

、

麗
子

を

見
つ

め
る
。 

麗
子
「

わ
ざ

わ

ざ
来
て

い
た

だ

い
ち
ゃ

っ
て

す

み
ま

せ
ん
。

あ
の

後

す
ぐ
、

い
た

だ

い
た
名

刺

の

所

に

電
話
し

た
ん

で

す
け
ど…

」 

藤
村
、

頭
を

か

く
。 

藤
村
「

私
も

う

っ
か
り

し
て

ま

し
た
。

つ
い

、

い
つ

も
の
癖

で
名

刺

渡
し
ち

ゃ
っ

て

」 

麗
子
「

あ
の

日
が

最
後
の

ご
出

勤

だ
っ
た

ん
で

す

ね
」 
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藤
村
「

え
ぇ

」 

麗
子
、

エ
プ

ロ

ン
の
ポ

ケ
ッ

ト

か
ら

封

筒
を

出
し
て

藤
村

に

渡
す
。 

麗
子
「

遅
く

な

っ
て
す

み
ま

せ

ん
」 

藤
村
「

は
い

、

確
か
に

」 

藤
村
、

両
手

で

封
筒
を

受
け

取

る
。

藤

村
、

店
内
を

見
渡

す

。 

藤
村
「

良
い

喫

茶
店
で

す
ね

」 

麗
子
「

あ
り

が

と
う
ご

ざ
い

ま

す
。
あ

の
、

お

礼
と

言
っ
て

は

何

で

す
け
ど

、
今

日

は
ご
馳

走

さ

せ

て

い
た
だ

き
ま

す

か
ら
」 

藤
村
「

い
や

い
や

、
お
気

に
な

さ
ら

な
い
で

下

さ

い

」 

麗
子
「

そ
う

い

う
訳
に

は
い

き

ま
せ
ん

か
ら

」 

麗
子
、

ペ
ン

と

注
文
票

を
持

ち

上
げ
て

見
せ

る
。 

藤
村
「

そ
う

で

す
か
？

じ
ゃ

あ…

」 

藤
村
、

メ
ニ

ュ

ー
を
見

つ
め

る

。 

藤
村
「

こ
の

、

生
ハ
ム

の
サ

ラ

ダ
と
、

フ
レ

ッ

シ
ュ

チ
ー
ズ

の
タ

ル

ト
フ
ラ

ン
ペ

、

自
家
製

ロ
ー

ス

ト

ビ
ー
フ

サ
ン

ド

イ
ッ
チ

」 
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麗
子
、

手
早

く

メ
モ
を

取
る

。 
藤
村
「

そ
れ

と

、
ク
レ

ー
ム

ブ

リ
ュ
レ

パ
ン

ケ

ー
キ

と
カ
フ

ェ
ラ

テ

の
ホ
ッ

ト
。

あ

と
、
紅

茶

も

飲

ん

で
み
よ

う
か

な

。
こ
の

、

ア

、

ア
、
ア

ッ
サ

ム

っ

て
や
つ

、

く

だ

さ
い
」 

麗
子
、

真
顔

で

藤
村
を

見
つ

め

る
。

藤

村
、

笑
顔
で

メ
ニ

ュ

ー
を
閉

じ
る

。 

 

○
同 

カ

ウ
ン

タ

ー

内 

麗
子
、

生
ハ

ム

の
サ
ラ

ダ
を

作

っ
て
い

る
。

隣
で
、

聡
美

が

チ
ー
ズ

を
切

っ

て
い
る

。 

聡
美
「

前
言

撤

回

し
ま

す
。

ず

う
ず
う

し
い

お

じ
さ

ん
」 

麗
子
、
黙
っ

て
サ

ラ
ダ
を

盛
り

つ

け
て
い

る
。 

聡
美
「

タ
ク

シ

ー
代
よ

り
高

く

つ
く
じ

ゃ
な

い

で
す

か
」 

麗
子
、

眉
を

持

ち
上
げ

て
見

せ

る
。 

麗
子
「

し
ょ

う

が
な
い

わ
」 

麗
子
、

ソ
フ

ァ

席
に
座

っ
て

い

る
藤
村

を
見

つ
め
る

。
藤

村

、
嬉
し

そ
う

に

頬
杖

を

つ
い
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て
、
店

内
を

見

回
し
て

い
る

。 

 

○
同 
客

席 
藤
村
の

テ
ー

ブ

ル
に
、

注
文

し

た
品
物

が
全

て
並
ん

で
い

る

。
藤
村

、
手

を

合
わ
せ

る
。

藤
村
、

サ
ラ

ダ

を
一
口

食
べ

る

。
藤
村

、
大

き
く
頷

く
。

藤

村
、
バ

ッ
グ

か

ら
ノ
ー

ト
と

ペ
ン
を

取
り

出

し
、
真

剣
な

表

情
で

何

か
を

書
き
つ

け
て

い

る
。

麗

子
、

水

の
入

っ

た
ポ

ッ
ト
を

持
っ

て

、
店
内

を
歩

い

て
い
る

。
藤

村
、
一

口
食

べ

る
毎
に

、
ノ

ー

ト
に

何

か
を

書
い
て

い
る

。

麗
子
、

首
を

か

し
げ
る

。 

 

○
藤
村
の

自
宅 

台
所
（

夜
） 

テ
ー
ブ

ル
の

上

に
煮
物

や
焼

き

魚
が

並

ん
で

い
る
。
藤
村

、
皿

に
ラ
ッ

プ
を

か

け
て
い

る
。

美
桜
、

シ
ン

ク

の
前
に

立
っ

て

洗
い

物

を
し

て
い
る

。 

美
桜
「

食
べ

て

来

る
な
ら

そ
う

言

っ
て
く

れ
な

い

と
」 

藤
村
「

す
ま

ん

。
あ
ん

な
に

量

が
あ
る

と
思

っ

て
な
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か
っ
た

ん
だ

」 
美
桜
「

何
を

食

べ
て
来

た
の

？

」 

藤
村
「

サ
ラ

ダ

と
か
、

サ
ン

ド

イ
ッ
チ

と
か

、

パ
ン

ケ
ー
キ

と
か…

」 

美
桜
、

皿
を

洗

う
手
を

止
め

て

吹
き

出

す
。 

美
桜
「

何
そ

れ

。
部
活

帰
り

の

女
子
高

生
み

た

い
」 

藤
村
、

唇
を

尖

ら
せ
て

美
桜

を

見
つ
め

る
。 

美
桜
「

や
だ

わ

、
お
父

さ
ん

。

仕
事
辞

め
た

途

端
に

ぶ
く
ぶ

く

太

っ

た
り
し

て
」 

美
桜
、

皿
洗

い

を
再
開

す
る

。 

藤
村
「

な
ぁ

、

本
当
に

覚
え

て

な
い
の

か
？

」 

美
桜
、

目
を

見

開
い
て

藤
村

を

見
つ
め

る
。 

美
桜
「

何
を

？

」 

藤
村
「

俺
が

定

年
し
た

ら
、

一

緒
に
喫

茶
店

や

ろ
う

っ
て
言

っ
て

た

だ
ろ
」 

藤
村
、

黙
っ

て

美
桜
を

見
つ

め

る
。

美

桜
、

お
か
し

そ
う

に

笑
っ
て

い
る

。 

美
桜
「

何
の

こ

と
？

お

父
さ

ん

が
喫
茶

店
？

目

玉
焼

き
も
作

れ
な

い

の
に
？

」 

藤
村
「…

結

婚

す
る
時

に
、

話

し
た
だ

ろ
？

」 
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美
桜
「

だ
か

ら

、
そ
ん

な
の

覚

え
て
な

い
っ

て

ば
」 

美
桜
、

眉
を

寄

せ
て
藤

村
を

見

つ
め
る

。 
藤
村
、

美
桜

の

横
に
立

っ
て

布

巾
を

持

つ
。 

藤
村
「

俺
、

拭

く
よ
」 

美
桜
、

水
で

ゆ

す
い
だ

皿
を

藤

村
に

渡

す
。

藤
村
、

皿
を

受

け
取
っ

て
布

巾

で
拭

く

。
藤

村
、
食

器
棚

を
開

け
る
。
食
器

棚
の

一
角
に

、

何
も
入

っ
て

い

な
い
棚

が
あ

る

。
藤
村

、
目

を
見
開

い
て

そ

の
棚
を

見
つ

め

る
。

藤

村
、

勢
い
よ

く
美

桜

を
振
り

返
る

。 

藤
村
「

お
い

、

こ
こ
に

あ
っ

た

マ
グ
カ

ッ
プ

ど

う
し

た
？
」 

美
桜
「

マ
グ

カ

ッ
プ
？

」 

藤
村
「

こ
こ

に
あ

っ
た
だ

ろ
？

お

前
が
作

っ
た

や

つ
」 

美
桜
、

首
を

か

し
げ
る

。 

藤
村
「

ほ
ら

、

上
手
く

出
来

た

や
つ
は

大
事

に

と
っ

て
あ
っ

た
じ

ゃ

な
い
か

」 

美
桜
、

何
度

も

頷
く
。 

美
桜
「

あ
ぁ

、

あ
れ
ね

」 

藤
村
「

ど
う

し

た
ん
だ

？
」 
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美
桜
「

お
友

達

が
欲
し

い
っ

て

言
っ
て

た
か

ら

、
あ

げ
ち
ゃ

っ
た

」 

藤
村
「

あ
げ

た

？
誰
に

？
」 

美
桜
「

誰
っ

て

、
だ
か

ら
、

陶

芸
教
室

の
お

友

達
。

花
村
さ

ん
と

か
、
佐
藤
さ

ん
と

か
。
だ
め
だ

っ
た

？
」 

藤
村
、

目
を

漂

わ
せ
る

。 

藤
村
「

だ
め

じ

ゃ
な
い

け
ど…

」 

美
桜
「

変
な

の

」 

美
桜
、

濡
れ

た

食
器
を

藤
村

に

向
か
っ

て
差

し
出
す

。
藤

村
、
食
器
を

受
け

取

っ
て

拭

く
。 

 

○
空
（
夜

） 

星
が
瞬

き
、

満

月
が
光

っ
て

い

る
。 

 

○
同 

寝

室
（

夜

） 

和
室
。

障
子

か

ら
、
月

明
か

り

が
入

り

込
ん

で
い
る

。
藤

村

と
美
桜

、
少

し

離
れ
た

布
団

で
、
そ

れ
ぞ

れ

横
に
な

っ
て

い

る
。

藤

村
、

真
上
を

向
い

て

眉
に
皺

を
寄

せ

て
目

を

つ
ぶ

っ
て
い

る
。

藤

村
、
目

を
見

開

い
て
、

天
井
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を
見
つ

め
る

。

藤
村
、

瞬
き

を

せ
ず
に

天
井

を
見
つ

め
続

け

る
。 

 

○
同 

玄

関
（

朝

） 

藤
村
、

座
っ

て

靴
を
履

い
て

い

る
。
洗

濯
物

を
持
っ

た
美

桜

が
通
り

か
か

る

。 

美
桜
「

あ
な

た

、
ま
た

出
か

け

る
の
？

」 

藤
村
「

あ
ぁ

、

夕
方
に

は
戻

る

」 

藤
村
、

出
て

行

く
。
美

桜
、

首

を
か
し

げ
て

そ
の
様

子
を

見

守
る
。 

 

〇
熱
海

駅 

駅

前
の
広

場 

「
熱
海

駅
」

と

書
か
れ

た
駅

舎

。
藤
村

、
き

ょ
ろ
き

ょ
ろ

と

辺
り
を

見
回

す

。
藤
村

、
ス

マ
ホ
を

取
り

出

し
、
地

図
ア

プ

リ
を

見

な
が

ら
歩
き

始
め

る

。 

 

〇
海 

砂
浜 

砂
浜
を

ヤ
ド

カ

リ
が
歩

い
て

い

る
。
青

い
空

。

海
が
ど

こ
ま

で

も
広
が

っ
て

い

る
。
カ

モ
メ
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の
泣
き

声
。 

 

〇
同 
近
く

の

土
地 

海
が
見

え
る

場

所
に
、

地
面

が

む
き

出

し
の

土
地
が

あ
る

。

ロ
ー
プ

が
張

ら

れ
、
「

売
地
」

と
書
か

れ
た

看

板
が
立

っ
て

い

る
。

藤

村
、

そ
の
土

地
の

側

に
座
っ

て
、

缶

コ
ー
ヒ

ー
を

飲
ん
で

い
る

。

藤
村
、

ぼ
ん

や

り
と
海

を
眺

め
て
い

る
。

藤

村
、
缶

コ
ー

ヒ

ー
を
じ

っ
と

見
つ
め

る
。 

 

○
藤
村
の

自
宅 

台
所
（

朝
） 

美
桜
が

椅
子

に

座
っ
て

い
る

。

美
桜
、

ス
マ

ホ
を
耳

に
つ

け

て
電
話

を
し

て

い
る
。 

美
桜
「

そ
う

な

の
よ
、

毎
日

ど

こ
か
に

出
か

け

て
行

く
の
。

な
ん

だ

か

変
じ

ゃ
な

い

？
」 

廊
下
を

、
藤

村

が
通
る

。
美

桜

、
慌

て

て
ス

マ
ホ
を

テ
ー

ブ

ル
に
置

く
。 

 

○
同 

玄

関
（

朝

） 
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藤
村
、

座
っ

て

靴
を
履

い
て

い

る
。
美

桜
、

台
所
か

ら
顔

を

出
す
。 

美
桜
「

あ
な

た

、
ま
た

出
か

け

る
の
？

」 

藤
村
「
あ

ぁ
、
ち

ょ
っ
と

な

。
夕
飯

は
い
ら

な
い

よ

。

行
っ
て

来
ま

す

」 

藤
村
、

ド
ア

を

開
け
て

出
て

行

く
。

美

桜
、

ス
マ
ホ

を
耳

に

当
て
る

。 

徹
也
の

声
「

も

し
も
し

、
も

し

も
し
、

母
さ

ん

？
」 

美
桜
「

や
っ

ぱ

り
変
よ

、
お

父

さ
ん
」 

美
桜
、

玄
関

の

ド
ア
を

じ
っ

と

見
つ
め

る
。 

 

○C
a
f
e
 
T
r
e
e
 

テ
ラ
ス

席
（

朝

） 

藤
村
、

席
に

座

っ
て
い

る
。

テ

ー
ブ
ル

に
は

カ
フ
ェ

ラ
テ

が

置
い
て

あ
る

。

カ
フ
ェ

ラ
テ

に
は
繊

細
な

木

の
ラ
テ

ア
ー

ト

が
描

か

れ
て

い
る
。

藤
村

、

ス
マ
ホ

を
取

り

出
し
て

ラ
テ

ア
ー
ト

の
写

真

を
撮
る

。
違

う
角

度
か
ら

も
、

何
枚
も

撮
る

。 

 

○
同 

カ

ウ
ン

タ

ー

内 
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麗
子
と

聡
美

、

食
器
を

拭
き

な

が
ら

藤

村
を

見
つ
め

る
。 

聡
美
「

も
う

3

日
も
連

続
で

来

て
ま
す

ね
」 

麗
子
、

黙
っ

て

食
器
を

拭
い

て

い
る
。 

聡
美
「

あ
の

人

、
も
し

か
し

て

麗
子
さ

ん
の

フ

ァ
ン

か
も
し

れ
ま

せ

ん
よ
」 

麗
子
「

ま
さ

か

」 

藤
村
、
店
の

壁
を

見
て
に

や
に

や

し
て
い

る
。 

 

○
同 

テ
ラ

ス

席 

麗
子
が

ポ
ッ

ト

を
持
っ

て
近

づ

い
て

来

る
。

藤
村
、

笑
顔

で

麗
子
を

見
つ

め

る
。 

藤
村
「

こ
ん

に

ち
は
」 

麗
子
「

い
ら

っ

し
ゃ
い

ま
せ

」 

麗
子
、

藤
村

の

グ
ラ
ス

に
水

を

注
ぐ
。 

藤
村
、
空
を

見
上

げ
る
。
空
は

曇
っ

て
い
る

。 

藤
村
「

ぽ
つ

っ

と
、

来

そ
う

で

す
ね
」 

麗
子
「

今
日

、

雨

の
予

報
な

ん

で
す
よ

ね
。

テ

ラ
ス

席
、
仕

舞

お

う

と
思
う

ん
で

す

け
ど
」 

藤
村
「

あ
、

じ

ゃ
あ
お

手
伝

い

し
ま
す

よ
。

椅

子
、
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中
に
仕

舞

え

ば

い
い
で

す
か

？

」 

麗
子
、

目
を

見

開
い
て

藤
村

を

見
つ
め

る
。 

麗
子
「

お
客

様

に
そ
ん

な
こ

と

さ
せ
ら

れ
ま

せ

ん

か

ら
」 

藤
村
「

い
い

ん

で
す
、

ど
う

せ

暇
で
す

か
ら

」 

麗
子
「

ど
う

ぞ
、
店
内
に

ご
移

動

な
さ
っ

て
下

さ

い
」 

ぽ
つ
ぽ

つ
と

雨

が
降
り

出
す

。

藤
村
、

顔
を

顰
め
て

空
を

見

つ
め
る

。 

藤
村
「

あ
ぁ

、

降
っ
て

き
た

」 

藤
村
、

椅
子

を

持
ち
上

げ
る

。

麗
子
、

藤
村

を
手
で

制
す

る

。 

麗
子
「

い
い

で

す
っ
て

ば
」 

藤
村
「

い
や

、

お
一
人

じ
ゃ

無

理
で
し

ょ
う

」 

麗
子
「

バ
イ

ト

の
子
が

い
ま

す

か
ら
」 

藤
村
と

麗
子

、

椅
子
を

引
っ

張

り
合

う

。
藤

村
、
椅

子
を

麗

子
か
ら

取
り

上

げ
る
。 

藤
村
「

い
い

か

ら
！
お

手
伝

い

し
た
い

ん
で

す

！
」 

藤
村
と

麗
子

、
睨

み
合
う

。
雨

が
強

く
な
り

、

藤
村
と

麗
子

の

足
元
を

濡
ら

す

。 

麗
子
「

あ
の

、

そ
う
い

う
こ

と

な
ん
で

す
か

？

」 
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藤
村
「

そ
う

い

う
こ
と

っ
て

？

」 
麗
子
「

で
す

か

ら
、

言

い
に

く

い
ん
で

す
け

ど

、
そ

の
つ
も

り
で

、

私
に
親

切
に

し

て
下
さ

っ
て

る

ん

で
す
か

？

タ

ク

シ
ー
の

時
か

ら

、
ず
っ

と
？

」 

藤
村
、

目
を

見

開
く
。

藤
村

、

突
き

放

す
よ

う
に
、

乱
暴

に

椅
子
を

置
く

。 

藤
村
「

違
い

ま

す
！

私

は
た

だ…

」 

藤
村
、

テ
ー

ブ

ル
の
カ

フ
ェ

ラ

テ
を

持

ち
、

一
気
に

飲
み

干

す
。
藤

村
、

ポ

ケ
ッ
ト

か
ら

財
布
を

取
り

出

し
、
千

円
札

を

テ
ー
ブ

ル
に

置
く
。 

藤
村
「

私
は

た

だ
、
こ

こ
で

働

き
た
い

と
思

っ

て
た

だ
け
で

す
！

」 

麗
子
「

え
！

？

」 

藤
村
、

足
早

に

店
を
出

て
行

く

。
麗
子

、
藤

村
が
見

て
い

た

店
の
壁

を
見

る
。「
バ
イ

ト
募

集
」
と

書
か

れ

た
チ
ラ

シ
が

張

っ
て
あ

る
。

麗
子
、

千
円

札

を
持
っ

て
、

店

の
外

に

一
歩

出
る
。

雨
に

濡

れ
な
が

ら
、

肩

を
怒

ら

せ
て

歩
い
て

い
る

、

藤
村
の

後
ろ

姿

。 
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○
喫
茶
店

ブ
ラ

ー

ム 

店

内 

高
級
な

雰
囲

気

の
店
内

。
ソ

フ

ァ
席

が

並
ん

で
い
る

。
藤

村

、
一
人

で
座

っ

て
い
る

。
藤

村
、
ハ

ン
カ

チ

を
取
り

出
し

て

肩
に
つ

い
た

雫
を
拭

っ
て

い

る
。
ウ

ェ
イ

タ

ー
が
や

っ
て

来
て
、

藤
村

の

前
に
コ

ー
ヒ

ー

の
入

っ

た
カ

ッ
プ
を

置
く

。

藤
村
、

ス
マ

ホ

を
取

り

出
し

て
、
カ

ッ
プ

に

カ
メ
ラ

を
向

け

る
が
、

力
な

く
ス
マ

ホ
を

テ

ー
ブ
ル

に
置

く

。
藤
村

、
コ

ー
ヒ
ー

を
一

口

飲
ん
で

、
た

め

息
を
つ

く
。 

 

○C
a
f
e
 
T
r
e
e
 

カ

ウ
ン
タ

ー
内

（

夜
） 

店
の
電

気
は

半

分
消
え

て
、

客

は
誰

も

い
な

い
。
麗

子
、

お

皿
を
拭

い
て

い

る
。

聡

美
、

隣
で
マ

グ
カ

ッ

プ
を
洗

っ
て

い

る
。 

聡
美
「

麗
子

さ

ん
、
そ

ん
な

に

落
ち
込

ま
な

い

で
く

だ
さ
い

よ
」 

麗
子
「

私
が

神

経
質
に

な
り

過

ぎ
て
た

の
よ

」 

聡
美
「

い
や

い

や
、

本

当
に

ス

ト
ー
カ

ー
だ

っ

た
の

か
も
し

れ
ま

せ

ん
よ
？

お
じ

さ

ん

ス
ト

ー
カ

ー

」 



32 

 

麗
子
、

大
き

な

た
め
息

を
つ

く

。 
麗
子
「

聡
美

ち

ゃ
ん
、

あ
り

が

と
う
。

も
う

上

が
っ

て
い
い

わ
よ

」 

聡
美
「

麗
子

さ

ん
、
元

気
出

し

て
下
さ

い
ね

」 

聡
美
、

ガ
ッ

ツ

ポ
ー
ズ

を
し

て

か
ら
、

エ
プ

ロ
ン
を

外
し

な

が
ら
立

ち
去

る

。
麗
子

、
頭

を
振
っ

て
、

食

器
を
片

付
け

続

け
る
。 

 

○
同 

店

内
（

夜

） 

大
き
な

観
葉

植

物
。
麗

子
、

じ

ょ
う
ろ

で
水

を
か
け

る
。

麗

子
、
ぼ

ん
や

り

と
観
葉

植
物

の
葉
っ

ぱ
を

撫

で
る
。

麗
子

、

外
を

見

つ
め

る
。
雨

が
降

っ

て
い
る

。
雨

の

中
に
、

黒
い

傘
が
見

え
る

。 

 

○
同 

店

の
前

の

道
（
夜

） 

藤
村
、

傘
を

差

し
て
店

を
見

上

げ
て
い

る
。

藤
村
、

手
に

息

を
吹
き

か
け

て

こ
す
り

合
わ

せ
て
い

る
。

麗

子
、
ド

ア
を

開

け
て

外

に
出

て
来
る

。
藤

村

、
麗
子

と
目

が

合
い
、

踵
を
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返
し
て

そ
の

場

を
立
ち

去
ろ

う

と
す
る

。 
麗
子
「

待
っ

て

下
さ
い

！
」 

麗
子
、

傘
を

差

し
て
藤

村
を

追

い
か
け

る
。

藤
村
、

立
ち

止

ま
っ
て

振
り

返

る
。 

麗
子
「

こ
れ

、

さ
っ
き

の
お

釣

り
で
す

。2
3
0

円

」 

麗
子
、

エ
プ

ロ

ン
の
ポ

ケ
ッ

ト

か
ら

小

銭
を

出
し
て

藤
村

に

渡
す
。

藤
村

、

小
銭
を

受
け

取
っ
て

、
じ

っ

と
見
つ

め
る

。 

麗
子
「

あ
の

、

す
み
ま

せ
ん

で

し
た
。

失
礼

な

こ
と

言
っ
ち

ゃ
っ

て

」 

藤
村
「

い
や

、

こ
っ
ち

こ
そ…

」 

麗
子
「

私
の

勘

違
い
だ

っ
た

ん

で
す
。

藤
村

さ

ん
、

再
就
職

先

を

お

探
し
な

ん
で

す

か
？
」 

藤
村
「

再
就

職

と
言
う

か…

」 

藤
村
、

照
れ

た

よ
う
に

笑
う

。 

藤
村
「

三
木

さ

ん
の
お

店
は

、

な
ん
て

言
う

か

、
落

ち
着
く

ん
で

す…

。
他

の
お

店

に
も
行

っ
て

み

た

ん
で
す

け
ど

、

や
っ
ぱ

り
違

う

な
っ
て

」 

藤
村
、

麗
子

の

顔
を
じ

っ
と

見

つ
め
る

。 

藤
村
「

実
は

私

、
喫
茶

店
を

開

き
た
い

と
思

っ

て
る
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ん
で
す

」 

麗
子
、

目
を

見

開
い
て

藤
村

を

見
つ
め

る
。 

藤
村
「

こ
の

年

で
何
を

言
っ

て

る
ん
だ

と
思

わ

れ
る

で
し
ょ

う

が

、

昔
か
ら

の
夢

な

ん
で
す

」 

藤
村
、

背
筋

を

正
し
て

麗
子

に

向
き

合

う
。 

藤
村
「

こ
の

お

店
で
修

行
さ

せ

て
い
た

だ
き

た

い
ん

で
す
」 

麗
子
「

修
行…

、
で
す

か
」 

麗
子
、

ぽ
か

ん

と
口
を

開
け

て

藤
村

を

見
つ

め
る
。

藤
村

、

思
い
切

っ
た

よ

う
に
言

う
。 

藤
村
「

こ
の

お

店
が
い

い
ん

で

す
」 

麗
子
、

俯
い

て

、
目
を

泳
が

せ

る
。 

藤
村
「

や
っ

ぱ

り
、

だ

め
で

す

か
ね…

」 

麗
子
「

私
に

は

お
教
え

出
来

る

こ
と
な

ん
て

あ

り
ま

せ
ん
し

、
そ

れ

に…

」 

足
音
が

す
る

。

麗
子
、

足
音

が

す
る

方

を
見

る
。
道

の
先

に
、
三
木
和

久(

4 0)

が

傘
を
差

し
て
立

っ
て

い

る
。
三

木
、

じ

っ
と

麗

子
を

見
つ
め

て
い

る

。 

麗
子
「

和
久

！

」 
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麗
子
、

傘
を

捨

て
て
走

り
出

す

。 
藤
村
「

え
！

？

」 
藤
村
、

咄
嗟

に

傘
を
拾

い
、

麗

子
の

後

を
追

っ
て
走

り
出

す

。 

 

○
表
参
道 

裏

道

（
夜
） 

三
木
、

全
速

力

で
走
っ

て
い

る

。
麗
子

、
後

を
追
っ

て
走

っ

て
い
る

。
藤

村

も
走

っ

て
麗

子
を
追

い
か

け

る
。
藤

村
、

立

ち
止

ま

り
、

看
板
に

手
を

か

け
て
休

憩
す

る

。
藤
村

、
わ

き
腹
を

押
さ

え

て
肩
で

息
を

し

て
い
る

。
藤

村
、
再

び
走

り

出
す
。 

 

○
同 

大

通

り

（

夜
） 

和
久
、

ガ
ー

ド

レ
ー
ル

を
飛

び

越
え
て

、
大

通
り
を

横
切

る

。
ク
ラ

ク
シ

ョ

ン
が

鳴

ら
さ

れ
る
。

麗
子

も

ガ
ー
ド

レ
ー

ル

を
超

え

よ
う

と
す
る

が
、
高
く

て
越
え

ら
れ

な

い
。
藤

村
、

麗
子
に

追
い

つ

く
。 

藤
村
「

三
木

さ

ん
！
あ

っ
ち

！

」 
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藤
村
、

歩
道

橋

を
指
差

す
。

麗

子
、
歩

道
橋

に
向
か

っ
て

走

り
出
す

。
藤

村

も
息
切

れ
し

な
が
ら

追
い

か

け
る
。 

 

○
同 

歩

道
橋

の

上
（
夜

） 

麗
子
、

道
路

を

見
下
ろ

す
。

藤

村
も

追

い
つ

く
。
藤

村
、

肩

で
息
を

し
て

い

る
。 

麗
子
「

い
な

い…

」 

麗
子
、

辺
り

を

見
渡
す

。
麗

子

、
大

き

く
た

め
息
を

つ
く

。

藤
村
、

麗
子

に

傘
を

差

し
出

す
。 

藤
村
「

三
木

さ

ん
、
あ

れ
、

誰

で
す
か

？
」 

麗
子
、

傘
を

受

け
取
る

。 

麗
子
「

夫
で

す

」 

麗
子
、

藤
村

か

ら
目
を

逸
ら

す

。
藤
村

、
唖

然
と
し

て
麗

子

を
見
つ

め
る

。 

 

○C
a
f
e
 
T
r
e
e
 

店

内
（
夜

） 

薄
暗
い

店
内

。

藤
村
、

ぐ
っ

た

り
と
椅

子
に

腰
掛
け

て
い

る

。
麗
子

、
氷

の

入
っ
た

水
を
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持
っ
て

来
る

。

藤
村
、

麗
子

か

ら
水

を

受
け

取
る
。

藤
村

、

一
気
に

水
を

飲

み
干

す

。 

麗
子
「

み
っ

と
も

な
い

所

、
お

見
せ

し
ち
ゃ

っ
て…

」 

藤
村
「

い
や

、

あ
は
は

」 

麗
子
、

観
葉

植

物
を
見

つ
め

て

い
る
。 

麗
子
「

夫
は

半

年
前
に

出
て

行

っ
た
ん

で
す

。

そ
れ

以
来
、

時
々

あ

あ
し
て

店
を

見

に
来
る

ん
で

す

」 

藤
村
「

何
が

あ

っ
た
ん

で
す

か

？
」 

麗
子
、

腕
組

み

を
し
て

じ
っ

と

観
葉
植

物
を

睨
ん
で

い
る

。 

藤
村
「

も
し

か

し
て
、

そ
の

、

浮
気
と

か…
」 

麗
子
、

じ
ろ

っ

と
藤
村

を
睨

む

。 

藤
村
「

な
ん

ち

ゃ
っ
て

、
あ

は

は…

」 

麗
子
、

再
び

観

葉
植
物

を
睨

み

つ
け
る

。 

藤
村
「

な
ん

に

せ
よ
、

お
店

の

近
く
ま

で
来

る

っ
て

こ
と
は

反
省

し

て
る
っ

て
こ

と

だ
と
思

い
ま

す

よ
」 

麗
子
「

浮
気

の

こ
と
は

も
う

い

い
ん
で

す
」 

藤
村
「

は
ぁ…

」 

麗
子
「

私
が

悔

し
い
の

は
、

あ

の
人
が

店
を

投

げ
出

し
た
こ

と
な

ん

で
す
。

こ

こ

は

元
々
、

夫

が

や

り
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始
め
た

店
な

の

に…

」 

藤
村
、

俯
い

て

空
の
コ

ッ
プ

を

見
つ
め

る
。 

麗
子
「

私
は

早

く
離
婚

し
て

、

店
も
閉

め
た

い

ん
で

す
」 

藤
村
「

え
っ

、

お
店
、

閉
め

ち

ゃ
う
ん

で
す

か

」 

麗
子
「

は
い

。

で
す
か

ら
、

う

ち
は
藤

村
さ

ん

の
修

行
先
と

し
て

は

、
ふ
さ
わ

し
く

な

い
と
思

い
ま

す
」 

麗
子
、

観
葉

植

物
を
見

て
い

る

。
藤
村

、
麗

子
を
見

つ
め

る

。
藤
村

、
腕

組

み
を
し

て
う

な
る
。

藤
村

、

テ
ー
ブ

ル
に

手

を
つ
い

て
、

勢
い
よ

く
立

ち

上
が
る

。
麗

子

、
目

を

見
開

い
て
藤

村
を

見

つ
め
る

。
藤

村

、
何

か

言
お

う
と
口

を
開

く

。
藤
村

、
何

も

言
わ
ず

に
力

な
く
椅

子
に

座

る
。
藤

村
、

再

び
勢

い

良
く

立
ち
上

が
る

。 

藤
村
「

じ
ゃ

あ

、
こ
う

し
ま

せ

ん
か
？

私
は

三

木
さ

ん
の
旦

那

さ

ん

を
探
す

の
を

手

伝
い
ま

す
。

そ

の

代
わ
り

、

三

木

さ
ん
は

私
に

喫

茶
店
の

ノ
ウ

ハ

ウ

を
教
え

て

下

さ

い
」 

麗
子
、
目
を

白
黒

さ
せ
て

藤
村

を

見
つ
め

る
。 
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麗
子
「

探
す

っ

て
、
ど

う
や

っ

て
？
」 

藤
村
、

腕
で

力

こ
ぶ
を

作
っ

て

見
せ
る

。 

藤
村
「
私

は
、
タ

ク
シ
ー

運
転
歴

4
0

年
で
す

よ
。
こ

の
辺
の

道
に

は

、
誰
よ

り
も

詳

し
い
ん

で
す

」 

麗
子
、

ぽ
か

ん

と
し
て

藤
村

を

見
つ
め

る
。 

藤
村
「

そ
れ

で

、
私
は

明
日

、

何
時
に

来
た

ら

い
い

で
し
ょ

う
か

。6

時
？7
時
？
」 

麗
子
「
あ

、
い

え

。
そ

ん
な

早
く
じ

ゃ
な
く

て
も…

」 

藤
村
、

麗
子

を

じ
っ
と

見
つ

め

る
。 

麗
子
「

じ
ゃ

あ

、9

時
で

」 

藤
村
「

分
か

り

ま
し
た

！
じ

ゃ

あ
、

今

日
は

失

礼
し

ま
す
。

ま
た

明

日
。
お

や
す

み

な
さ
い

」 

麗
子
「…

お

や

す
み
な

さ
い

」 

藤
村
、

店
を

出

て
行
く

。
麗

子

、
脱
力

し
て

椅
子
に

座
り

込

む
。 

 

○
表
参
道 

道

（

夜
） 

藤
村
、
笑
顔

で
ス

キ
ッ
プ

し
て

歩

い
て
い

る
。

藤
村
、

助
走

を

付
け
て

水
た

ま

り
を

飛

び
越

え
よ
う

と
す

る

。
藤
村

、
飛

び

越
え
ら

れ
ず
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に
、
水

た
ま

り

の
中
に

入
っ

て

し
ま
う

。
藤

村
、
と

ぼ
と

ぼ

と
歩
き

始
め

る

。
藤
村

、
再

び
ス
キ

ッ
プ

で

歩
き
始

め
る

。 

 

○C
a
f
e
 
T
r
e
e
 

店

内
（
朝

） 

聡
美
を

始
め

、

数
人
の

従
業

員

が
並

ん

で
い

る
。
そ

の
前

に

、
藤
村

と
、

麗

子
が

並

ん
で

立
っ
て

い
る

。 

麗
子
「

と
い

う

訳
で
、

今
日

か

ら
働
い

て
も

ら

う
こ

と
に
な

っ
た

藤

村
さ
ん

で
す

」 

藤
村
、
一
歩

踏

み

出
し
て

大
き

な

声
で

言

う
。 

藤
村
「

藤
村

で

す
！
よ

ろ
し

く

お
願
い

し
ま

す

！
」 

麗
子
「

藤
村

さ

ん
は
修

行
中

で

す
か
ら

、
時

給

無
し

で
働
い

て
も

ら

い
ま
す

。
そ

の

代
わ
り

、

空

き

時

間
に
私

が
い

ろ

い
ろ
と

指
導

し

ま
す
か

ら
。

じ

ゃ

あ
、
今

日

も

よ

ろ
し
く

お
願

い

し
ま
す

」 

従
業
員

達
「

は

い
！
」 

従
業
員

達
、

店

内
に
散

ら
ば

っ

て
行

く

。
聡

美
、
麗

子
の

腕
を

掴
ん
で

藤
村

か

ら
離

れ

る
。 

聡
美
「

ち
ょ

っ

と
ち
ょ

っ
と

、

麗
子
さ

ん
！

あ

れ
、
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お
じ
さ

ん

ス

ト

ー
カ
ー

じ
ゃ

な

い
で
す

か
！

」 

藤
村
、

そ
っ

と

麗
子
と

聡
美

に

近
づ
い

て
来

る
。 

藤
村
「

あ
の

ー

」 

聡
美
、

苦
笑

い

を
し
て

そ
の

場

を
離

れ

る
。

藤
村
、

手
を

口

に
当
て

て
小

さ

な
声

で

麗
子

に
話
し

か
け

る

。 

藤
村
「

三
木

さ

ん
、
旦

那
さ

ん

の
写
真

と
か

っ

て
持

っ
て
た

り
し

ま

す
か
？

」 

麗
子
「

そ
り

ゃ

あ
、
ま

ぁ…

、

あ
り
ま

す
け

ど

」 

藤
村
「

良
か

っ

た
！
じ

ゃ
あ

、

後
で
送

っ
て

も

ら
え

ま
す
？

捜
索

、

開
始
し

ま
す

ん

で
」 

藤
村
、

敬
礼

を

し
て
麗

子
か

ら

離
れ
る

。 

麗
子
「

ほ
ん

と
に

や
っ
て

く
れ

る

つ
も
り

な
ん

だ…

」 

麗
子
、

エ
プ

ロ

ン
の
ポ

ケ
ッ

ト

か
ら

ス

マ
ホ

を
取
り

出
す

。
麗

子
、
ス

マ
ホ

を
操

作

し
て

、

写
真
フ

ォ
ル

ダ

を
開
く

。 

C
a
f
e
 
T
r
e
e

の
観
葉
植

物
の

前

に
立

っ

て
い

る
三
木

の
写

真

。
麗
子

、
ス

ラ

イ
ド

し

て
他

の
写
真

も
見

る

。
楽
し

そ
う

に

笑
っ
て

い
る
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三
木
の

写
真

。

麗
子
と

三
木

、

笑
っ
て

寄
り

添
っ
て

い
る

写

真
。
麗

子
、

写

真
を
じ

っ
と

見
つ
め

る
。 

グ
ラ
ス

の
割

れ

る
大
き

な
音

が

す
る
。
麗
子

、

驚
い
て

振
り

返

る
。
藤

村
が

、

店
内

で

転
ん

で
い
る

。
床

に

、
割
れ

た
コ

ッ

プ
と
、

お
盆

が
ひ
っ

く
り

返

っ
て
い

る
。 

麗
子
「

だ
、

大

丈
夫
で

す
か

！

？
」 

藤
村
、

頭
を

か

き
な
が

ら
起

き

上
が
る

。
藤

村
、
立

と
う

と

す
る
が

立
て

ず

、
水

で

滑
っ

て
更
に

転
び

そ

う
に
な

る
。

藤

村
、
机

に
手

を
つ
い

て
体

を

支
え
る

。 

藤
村
「
は

は
は
、
何
し
ろ
、
タ
ク

シ

ー
一
筋

4
0

年
だ

も
ん
で…

」 

藤
村
、

へ
ら

へ

ら
と
笑

っ
て

い

る
。
麗

子
、

呆
れ
た

顔
で

藤

村
を
見

つ
め

る

。 

 

○
同 

客

席 

藤
村
、

パ
ン

ケ

ー
キ
を

持
っ

て

客
席

の

前
に

立
っ
て

い
る

。

客
席
に

は
若

い

男
女

が

座
っ
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て
い
る

。
藤

村

、
メ
モ

を
片

手

に
緊
張

し
た

面
持
ち

で
読

み

上
げ
る

。 

藤
村
「

マ
、

マ

、
マ
ロ

ン
と

黒

蜜
の
パ

ン
ケ

ー

キ
の

お
客
様

！
」 

若
い
女

性
客

が

手
を
上

げ
る

。

藤
村
、

震
え

る
手
で

パ
ン

ケ

ー
キ
を

置
こ

う

と
す
る

が
、

テ
ー
ブ

ル
に

置

く
直
前

に
ひ

っ

く
り
返

し
て

し
ま
う

。 

 

○
同 

カ

ウ
ン

タ

ー

の
中 

藤
村
、

皿
を

洗

っ
て
い

る
。

聡

美
が

近

づ
い

て
き
て

、
藤

村
が

洗
っ
た

お
皿

を

手
に

取

る
。

聡
美
、

お
皿

の

香
り
を

嗅
ぐ

。

聡
美
、

藤
村

が
ス
ポ

ン
ジ

に

つ
け
て

い
る

洗

剤
を

手

に
取

る
。 

聡
美
「

こ
れ

、

柔
軟
剤

で
す

よ

！
」 

藤
村
、

肩
を

す

く
め
る

。 

 

○
同 

店

の
外 

藤
村
、

箒
で

店

の
前
の

葉
っ

ぱ

を
履

い

て
い
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る
。
藤

村
、

後

ろ
に
下

が
り

な

が
ら

箒

を
履

い
て
い

る
。

テ

ラ
ス
席

に
座

っ

て
い
る

女
性

客
と
犬

。
藤

村

、
犬
の

し
っ

ぽ

を
踏

ん

で
し

ま
う
。

犬
が

「

キ
ャ
イ

ン
！

」

と
鳴

く

。
藤

村
、
慌

て
て

、

そ
の
場

で
転

ぶ

。 

 

○
同 

店

の
中

（

夜
） 

電
気
が

半
分

消

え
て
い

る
。

麗

子
と

藤

村
が

向
か
い

合
っ

て

立
っ
て

い
る

。

麗
子
、

腰
に

手
を
当

て
て

、
藤

村
を
睨

ん
で

い

る
。
藤

村
、

麗
子
の

前
で

、

申
し
訳

な
さ

そ

う
に
頭

を
下

げ
て
い

る
。 

聡
美
、

カ
ウ

ン

タ
ー
の

中
で

、

皿
を

片

付
け

な
が
ら

二
人

を

見
守
っ

て
い

る

。 

麗
子
「

驚
く

ほ

ど
、

何

も
出

来

ま
せ
ん

ね
」 

藤
村
「

い
や

ー

、
な
に

し
ろ

私

は…

」 

麗
子
「

タ
ク

シ

ー
一

筋

4
0

年

で
す
も

ん
ね

！

っ
た

く
、
も

う
」 

藤
村
「

あ
の

、

三
木
さ

ん…

」 

麗
子
「

は
い

！

？
」 
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藤
村
「

私
、

ク

ビ
で
し

ょ
う

か

」 
麗
子
「

こ
の

ま
ま

だ
と

確

実
に

そ

う
な
り

ま
す

よ

ね
」 

藤
村
、

が
っ

く

り
と
肩

を
落

と

す
。 

藤
村
「

ど
う

し

た
ら…

」 

麗
子
「

本
当

に

カ
フ
ェ

を
や

る

つ
も
り

が
あ

る

ん
で

す
か
！

？
」 

藤
村
「…

は

い

！
」 

麗
子
「

と
て

も

本
気
に

は
見

え

ま
せ
ん

」 

麗
子
、
足
早

に
店

の
裏
の

方
へ

歩

い
て

行

く
。

藤
村
、

首
を

伸

ば
し
て

麗
子

を

見
守

る

。
麗

子
、
数

冊
の

本

を
持
っ

て
藤

村

の
前

に

戻
っ

て
来
る

。
麗

子

、
テ
ー

ブ
ル

の

上
に

乱

暴
に

本
を
置

く
。「
カ

フ
ェ
に

初
め

て

行
く

人

の
本

」

「
コ
ー

ヒ
ー

屋

開
業
の

掟
」「
カ

フ
ェ

の

全
て

」

等
の
タ

イ
ト

ル

。 

藤
村
「

こ
れ…

」 

麗
子
「

あ
げ

ま

す
」 

藤
村
「

い
い

ん

で
す
か

！
？

」 

麗
子
「

全
部

読

ん
で
、

暗
記

し

て
く
だ

さ
い

。

本
気

な
ら
、

こ
れ

ぐ

ら
い

出

来
ま

す

よ
ね
！

？
」 
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藤
村
、

嬉
し

そ

う
に
笑

う
。 

藤
村
「

あ
り

が

と
う
ご

ざ
い

ま

す

！
」 

麗
子
「

今
日

は

も
う
、

上
が

っ

て
く
だ

さ
い

。

そ
れ

か
ら
、

明
日

は
7

時
集
合

！
藤

村

さ
ん
だ

け
、

特

別
に
特

訓

し

ま

す
。
い

い
で

す

ね
？
」 

藤
村
「

は
い

！

」 

藤
村
、
本
を

抱
え

て
店
を

出
て

行

く
。
麗

子
、

肩
を
怒

ら
せ

て

た
め
息

を
つ

い

て
い
る

。
聡

美
、
麗

子
を

見

て
笑
顔

に
な

る

。 

 

○
電
車 

車
内

（

朝
） 

空
い
て

い
る

車

内
。
藤

村
、
椅
子

に
座

っ

て
、

目
を
つ

ぶ
っ

て

い
る
。

電
車

が

揺
れ
て

、
藤

村
、
体

勢
を

崩

し
て
転

び
そ

う

に
な
る

。
藤

村
、
手

で
よ

だ
れ

を
拭
き

な
が

ら

座
り

直

す
。 

 

○
同 

店

の
中

（

朝
） 

ま
だ
朝

日
も

昇

り
き
ら

な
い

、

暗
い

店

内
。

麗
子
の

前
で

、

藤
村
が

お
盆

に

乗
せ
た

水
を

運
ん
で

い
る

。

藤
村
、

手
が

震

え
て
い

る
。
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麗
子
、

厳
し

い

顔
で
見

守
っ

て

い
る
。 

 

○
藤
村
の

自
宅 

台
所
（

夜
） 

藤
村
、

薄
暗

い

部
屋
で

本
を

読

ん
で
い

る
。

壁
掛
け

時
計
は

2

時
を
指

し
て

い

る
。
藤

村
、

あ
く
び

を
し

な

が
ら

、

ノ
ー

ト

に
ペ
ン

を
走

ら
せ
る

。 

 

○C
a
f
e
 
T
r
e
e
 

店

内 

藤
村
、
パ
ン

ケ
ー

キ
を
運

ん
で

い

る
。
藤

村
、

手
が
震

え
つ

つ

も
、
慎

重
に

パ

ン
ケ
ー

キ
を

テ
ー
ブ

ル
に

置

く
。 

 

○
同 

カ

ウ
ン

タ

ー

の
中 

藤
村
、

皿
を

洗

っ
て
い

る
。

藤

村
、
布

巾
で

拭
い
て

ピ
カ

ピ

カ
に
し

て
い

る

。
遠

く

か
ら

見
守
っ

て
い

る

麗
子
、

笑
顔

に

な
る
。 

 

○
藤
村
の

自
宅 

和
室
（

夜
） 

藤
村
、

外
出

着

の
ま
ま

フ
ラ

フ

ラ
と

部

屋
に
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入
っ
て

来
る

。

藤
村
、

乱
暴

に

コ
ー
ト

を
脱

ぎ
棄
て

て
、

布

団
に
倒

れ
込

む

。
藤
村

、
す

ぐ
に
大

き
な

い

び
き
を

か
き

始

め
る
。 

ふ
す
ま

が
開

き

、
美
桜

が
入

っ

て
来

る

。
美

桜
、
畳

の
上

に

落
ち
て

い
る

上

着
を

拾

い
、

鼻
に
押

し
当

て

る
。 

美
桜
「

甘
い

匂

い…

」 

美
桜
、

唇
を

尖

ら
せ
て

藤
村

を

見
つ
め

る
。

藤
村
、
目
を

つ
ぶ

っ
て
寝

相
悪

く

寝
て
い

る
。

美
桜
、

上
着

の

ポ
ケ
ッ

ト
に

手

を
入

れ

る
。

中
か
ら

、
名

刺

を
取
り

出
す

。
「

三
木
麗

子
」

と
書
か

れ
た

名

刺
。
美

桜
、

名

刺
を
じ

っ
と

見
つ
め

る
。 

 

○C
a
f
e
 
T
r
e
e
 

店

内 

客
で
満

席
の

店

内
。
藤

村
、

コ

ー
ヒ
ー

を
い

く
つ
も

乗
せ

た

お
盆
を

持
っ

て

、
て
き

ぱ
き

と
客
席

に
運

ん

で
い
る

。 

藤
村
「

ホ
ッ

ト
コ

ー
ヒ
ー

お
待

た

せ
い
た

し
ま

し

た
」 
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○
同 

カ

ウ
ン

タ

ー

内 

麗
子
と

聡
美

が

、
パ
フ

ェ
を

作

り
な
が

ら
藤

村
を
見

つ
め

て

い
る
。 

聡
美
「

藤
村

さ

ん
、
ウ

ェ
イ

タ

ー
姿
が

板
に

つ

い
て

来
ま
し

た
ね

！

」 

麗
子
「

元
々

、

や
れ
ば

出
来

る

人
だ
っ

た
の

よ

」 

聡
美
、

眉
を

上

げ
て
麗

子
を

見

る
。 

麗
子
「

肝
心

の

コ
ー
ヒ

ー
は

ま

だ
ま
だ

だ
け

ど

ね
」 

麗
子
、

顔
を

顰

め
て
、

頭
を

振

る
。 

聡
美
「

麗
子

さ

ん
が
元

気
に

な

っ
て
く

れ
て

、

良
か

っ
た
で

す

」 

麗
子
「

え
？

」 

聡
美
「

だ
っ

て

、
ず
っ

と
元

気

な
か
っ

た
じ

ゃ

な
い

で
す
か

」 

麗
子
、

聡
美

か

ら
目
を

逸
ら

す

。
聡
美

、
舌

を
出
す

。 

聡
美
「
ご

め
ん
な

さ
い

。
こ

れ
、
運

ん
で
き

ま
す

！

」 

聡
美
、
パ
フ

ェ
を

持
っ
て

客
席

の

方
へ

行

く
。

麗
子
、

店
内

の

観
葉
植

物
を

じ

っ
と

見

つ
め

る
。
藤

村
が

、

観
葉
植

物
の

前

に
立

つ

。
藤
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村
、
麗

子
に

向

か
っ
て

ウ
ィ

ン

ク
を
す

る
。

麗
子
、

藤
村

に

背
を
向

け
る

。

藤
村
、

肩
を

す
く
め

て
客

席

の
方
へ

行
く

。

麗
子
、

笑
い

を
こ
ら

え
て

い

る
。 

 

○
同 

前

の
道 

街
路
樹

の
陰

に

、
徹
也

が
立

っ

て
い
る

。
徹

也
、
店

の
方

を

そ
っ
と

伺
っ

て

い
る
。

藤
村

が
、
コ

ー
ヒ

ー

を
持
っ

て
テ

ラ

ス
席

に

や
っ

て
来
る

。
徹

也

、
ス
マ

ホ
を

取

り
出

し

て
、

藤
村
の

写
真

を

撮
る
。

徹
也

、

ス
マ
ホ

を
操

作
し
て

電
話

を

か
け
る

。
発

信

音
。 

徹
也
「

あ
、

も

し
も
し

、
母

さ

ん
？
」 

美
桜
の

声
「

徹

也
！
？

ど
う

だ

っ
た
！

？
」 

徹
也
、

店
の

方

を
見
る

。
藤

村

、
柔
和

な
笑

顔
で
コ

ー
ヒ

ー

を
テ
ー

ブ
ル

に

置
い
て

い
る

。 

徹
也
「

父
さ

ん

、
カ
フ

ェ
で

働

い
て
る

よ
」 

美
桜
の

声
「

カ

フ
ェ
？

ど
う

し

て
？
」 

徹

也

「

や

っ

ぱ

り

生

活

費

が

き

つ

い

ん

じ

ゃ

な

い

の
？
母

さ
ん

、

何
も
聞

い
て

な

い
？
」 
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美
桜
の

声
「

う

ん…

」 
徹
也
「

と
に

か

く
、

浮

気
と

か

そ
う
い

う
事

じ

ゃ
な

さ
そ
う

だ
け

ど

。

金
に

困
っ

て

る
ん
だ

っ
た

ら

、

タ
ク
シ

ー

に

戻

れ
ば
い

い
の

に

な
」 

徹
也
、

腕
時

計

を
見
る

。 

徹
也
「

俺
、

も

う
仕
事

行
く

わ

」 

美
桜
の

声
「

あ

、
う
ん

。
徹

也

、
あ
り

が
と

う

」 

徹
也
、

電
話

を

切
っ
て

立
ち

去

る
。 

 

○
藤
村
の

自
宅 

和
室 

美
桜
、

立
っ

て

ス
マ
ホ

を
見

つ

め
て
い

る
。

ス
マ
ホ

の
画

面

に
は
、

エ
プ

ロ

ン
姿

の

藤
村

の
姿
。

美
桜

、

机
の
引

き
出

し

を
開

け

る
。

そ
こ
に

は
、「

カ

フ
ェ
に

初
め

て

行
く

人

の
本

」

「
コ
ー

ヒ
ー

屋

開
業
の

掟
」「
カ

フ
ェ

の

全
て

」

の
本
が

あ
る

。

美
桜
、

本
を

持

つ
。

美

桜
、

本
の
ペ

ー
ジ

を

め
く
る

。
本

に

は
付
箋

が
た

く
さ
ん

張
ら

れ

、
ラ
イ

ン
マ

ー

カ
ー

が

引
か

れ
て
い

る
。

と

こ
ろ
ど

こ
ろ

に

、

赤

ペ

ン
で

書
き
込

み
も

あ

る
。
美

桜
、

本

を
じ
っ

と
見
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つ
め
る

。 

 

○C
a
f
e
 
T
r
e
e
 

店

内 
麗
子
、

観
葉

植

物
の
葉

っ
ぱ

を

布
巾

で

拭
い

て
い
る

。
藤

村

、
そ
っ

と
麗

子

に
近

づ

い
て

来
る
。
藤
村

、
小

声
で
麗

子
に

話

し
か
け

る
。 

藤
村
「

三
木

さ

ん
、
旦

那
さ

ん

も
う
す

ぐ
見

つ

か
り

そ
う
で

す
よ

」 

麗
子
「

え…

。

も
う
、

で
す

か

？
」 

藤
村
「

東
南

タ

ク
シ
ー

が
都

内

に
何
台

走
っ

て

い
る

か
、
ご

存
知

な

い
ん
で

す
か

？

」 

藤
村
、

胸
を

張

っ
て
答

え
る

。 

 

○
東
南
タ

ク
シ

ー 

営
業

所
（

朝

） 

何
百
台

も
の

オ

レ
ン
ジ

色
の

タ

ク
シ
ー

が
並

ん
で
い

る
。

タ

ク
シ
ー

が
、

次

々
と

門

か
ら

出
て
行

く
。

エ

ン
ジ
ン

音
が

鳴

り
響

く

。 

 

○
環
状
八

号
線 

無
数
の

車
が

走

っ
て
い

る
。

そ

の
中

に

オ
レ
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ン
ジ
色

の
タ

ク

シ
ー
も

走
っ

て

い
る
。 

タ
ク
シ

ー
無

線

の
音
「4

1

号
車

、
環
八

を
羽

田
方

面

に
走
行

中
。
タ
ー

ゲ
ッ
ト

見
つ

か

ら
ず
、
ど
う

ぞ
」 

 

○
都
道

3
1
1

号
線 

両
脇
に

商
店

や

ア
パ
ー

ト
が

立

ち
並

ぶ

道
路

。

オ
レ
ン

ジ
色

の

タ
ク
シ

ー
が

走

っ
て
い

る
。 

タ
ク
シ

ー
無

線

の
音
「3

号

車

、
タ
ー

ゲ
ッ

ト

見
つ

か
ら
ず

」 

道
に
、
手
を

上
げ

て
い
る

お
年

寄

り
が
い

る
。

タ
ク
シ

ー
、

ウ

ィ
ン
カ

ー

を

出

し
て

、

路
肩

に
停
ま

る
。 

タ
ク
シ

ー
無

線

の
音
「3

号
車

、
一
旦
離

脱
し

ま

す
」 

 

○
レ
イ
ン

ボ
ー

ブ

リ
ッ
ジ 

た
く
さ

ん
の

車

に
混
じ

っ
て

、

オ
レ
ン

ジ
色

の
タ
ク

シ
ー

が

何
台
も

走
っ

て

い
る
。 

 

○
三
鷹 

都
道

1
1
8

号
線
（

夕
） 

上
下
ス

ウ
ェ

ッ

ト
姿
の

和
久

が

、
コ
ン

ビ
ニ
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の
袋
を

持
っ

て
、
だ
ら
だ

ら
と

歩

い
て
い

る
。

一
台
の

オ
レ

ン

ジ
色
の

タ
ク

シ

ー
が

す

れ
違

う
。
タ

ク
シ

ー

、
和
久

か
ら

1
0
m

程
離
れ

た

場
所
に

停
ま

る

。
和
久

、
気

づ

か
ず
に

歩
き

続
け
る

。
タ
ク

シ

ー
、U

タ
ー

ン
し

て
、
ゆ
っ

く
り
と

和
久

の

後
を
追

う
。 

 

○
同 

路

地
裏

（

夕
） 

和
久
、

き
ょ

ろ

き
ょ
ろ

と
辺

り

を
見
回

し
な

が
ら
歩

い
て

い

る
。
和

久
の

後

ろ
を
、

タ
ク

シ
ー
が

つ
い

て

き
て
い

る
。

和

久
、

立

ち
止

ま
る
。

和
久

、

さ
っ
と

後
ろ

を

振
り

返

る
。

タ
ク
シ

ー
、

停

ま
っ
て

い
る

。

中
で

運

転
手

が
帽
子

で
顔

を

隠
し
て

寝
て

い

る
。 

和
久
、

ほ
っ

と

し
た
よ

う
に

息

を
吐

い

て
、

歩
き
始

め
る

。

タ
ク
シ

ー
も

動

き
始

め

る
。 

 

○
弥
生
荘

（
夕

） 

さ
び
付

い
た

ト

タ
ン
屋

根
の

、

二
階
建

て
の

古
い
ア

パ
ー

ト

。
ボ
ロ

ボ
ロ

の

看
板

に

「
弥
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生
荘
」

と
書

か

れ
て
い

る
。

和

久
、
辺

り
を

気
に
し

な
が

ら

一
階
の

奥
か

ら

三
番
目

の
部

屋
に
入

っ
て

行

く
。 

 

○
ア
パ
ー

ト 
前

の
道
（

夕
） 

タ
ク
シ

ー
が

ゆ

っ
く
り

と
通

り

過
ぎ
る

。
一

階
の
奥

か
ら

三

番
目
の

部
屋

の

ド
ア

が

閉
ま

る
。
タ

ク
シ

ー
が

、
バ
ッ

グ
で

戻
っ

て

来
て

、

停
ま
る

。
運

転

手
、
無

線
を

口

に
当

て

る
。 

運
転
手
「1

2

号
車
、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

発
見
。
タ
ー

ゲ
ッ

ト
発
見

。
連

絡

願

い
ま

す
」 

 

○C
a
f
e
 
T
r
e
e
 

店

の
前
の

道 

オ
レ
ン

ジ
色

の

タ
ク
シ

ー
が

停

ま
っ
て

い
る

。

藤
村
、

タ
ク

シ

ー
の
運

転
手

と

何
か

話

し
て

い
る
。

藤
村

と

運
転
手

、
握

手

を
交

わ

し
て

い
る
。 

 

○
同 

店

の
中 

麗
子
、

藤
村

を

じ
っ
と

見
つ

め

て
い
る

。
タ
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ク
シ
ー

が
走

り

去
る
。

藤
村

、

店
の

方

に
向

か
っ
て

く
る

。

麗
子
、

踵
を

返

し
て

店

の
裏

に
入
る

。 

 

○
同 

洗

い
場 

麗
子
、

皿
を

洗

っ
て
い

る
。

藤

村
が

飛

び
込

ん
で
来

る
。 

藤
村
「

三
木

さ

ん
！
見

つ
か

り

ま
し
た

」 

麗
子
、

ち
ら

っ

と
藤
村

を
見

て

、
洗

い

物
を

続
け
る

。
藤

村

、
メ
モ

を
麗

子

に
見

せ

る
。 

藤
村
「

旦
那

さ

ん
、
こ

こ
に

い

る
み
た

い
で

す

」 

麗
子
、

目
を

見

開
い
て

メ
モ

を

見
つ
め

る
。 

麗
子
「

三
鷹…

？
」 

藤
村
、

大
き

く

頷
く
。

麗
子

、

出
し

っ

ぱ
な

し
の
水

を
見

つ

め
る
。 

麗
子
「

さ
す

が

で
す
ね…

」 

藤
村
、

胸
を

張

る
。
麗

子
、

出

し
っ
ぱ

な
し

の
水
を

見
つ

め

る
。
麗

子
、

水

を
止

め

る
。 

麗
子
「

今
夜

、

行

っ
て

み
ま

す

」 

藤
村
、

笑
顔

で

メ
モ
を

置
い

て

、
立

ち

去
ろ
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う
と
す

る
。 

麗
子
「

あ
の

！

」 
藤
村
、

振
り

返

る
。 

麗
子
「

藤
村

さ
ん

も
、
一

緒
に

来
て

く
れ
ま

せ
ん

か

」 

藤
村
、

ぽ
か

ん

と
口
を

開
け

て

麗
子

を

見
つ

め
る
。 

 

○
三
鷹 

都
道

1
1
8

号
線
（

夕
） 

藤
村
と

麗
子

が

、
歩
い

て
い

る

。
藤
村

、
メ

モ
を
見

な
が

ら

、
き
ょ

ろ
き

ょ

ろ
と

辺

り
を

見
回
し

て
歩

い

て
い
る

。
麗

子

は
藤
村

か
ら

1
m

程
遅
れ
た
場

所
を
、
足
取
り

重

く

歩
い

て

い
る
。 

藤
村
「

え
ー

と

、
あ
っ

ち
の

道

で
す
ね

」 

藤
村
が

振
り

返

る
と
、

麗
子

が

立
ち

止

ま
っ

て
、
ぼ

ん
や

り

と
コ
ン

ビ
ニ

を

見
つ
め

て
い

る
。 

藤
村
「

三
木

さ

ん
？
」 

麗
子
、

慌
て

て

藤
村
の

方
へ

走

っ
て

来

る
。

藤
村
、

コ
ン

ビ

ニ
を
指

差
す

。 
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藤
村
「

何
か

、

買
い
ま

す
？

」 
麗
子
「

何
か

っ

て
？
」 

藤
村
「

お
土

産

と
か…

」 
麗
子
、

怒
っ

た

顔
で
藤

村
か

ら

メ
モ

を

取
り

上
げ
る

。
麗

子

、
歩
き

始
め

る

。
藤
村

、
慌

て
て
麗

子
の

後

を
追
う

。 

 

○
弥
生
荘 

前

の

道
（
夜

） 

藤
村
と

麗
子

が

、
物
陰

か
ら

首

を
伸

ば

し
て

ア
パ
ー

ト
を

見

つ
め
て

い
る

。 

藤
村
「

旦
那

さ

ん
、
も

う
浮

気

相
手
と

は
別

れ

た
の

か
も
し

れ
ま

せ

ん
よ

」 

麗
子
、
黙
っ

て
ア

パ
ー
ト

を
見

つ

め
て
い

る
。 

藤
村
「

ほ
ら

、

あ
の
、

下
の

階

の
、
奥

か
ら

三

番
目

の
部
屋

で
す

よ

」 

藤
村
、

歩
い

て

ア
パ
ー

ト
に

近

づ
こ
う

と
す

る
。
麗

子
、
藤
村

の
腕
を

掴
ん

で

引
き

戻

す
。

藤
村
、

麗
子

を

見
つ
め

る
。

麗

子
、

バ

ッ
グ

か
ら
紙

を
出

す

。
麗
子

、
紙

を

広
げ
る

。
麗

子
の
名

前
が

記

入
、
捺

印
さ

れ

た
離
婚

届
が
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出
て
来

る
。 

麗
子
「

こ
れ

、

あ
の

部

屋
に

置

い
て
来

て
く

れ

ま
せ

ん
か
？

」 

藤
村
「

え
っ

、

私
が
？

」 

麗
子
、

何
度

も

頷
く
。 

藤
村
「

旦
那

さ

ん
と
話

さ
な

い

ん
で
す

か
？

」 

麗
子
「

も
う

話

す
こ
と

は
何

も

あ
り
ま

せ
ん

か

ら
」 

藤
村
、

離
婚

届

を
受
け

取
る

。 

藤
村
「

じ
ゃ

あ

、
入
れ

て
来

ち

ゃ
い
ま

す
よ

？

い
い

ん
で
す

ね
？

」 

麗
子

、
頷

く
。
藤

村
、
そ
っ

と
歩

き

始

め
る

。 

 

○
同 

和

久

の

部

屋
の
前

（
夜

） 

藤
村
、

砂
利

が

敷
い
て

あ
る

地

面
を
、

音
を

た
て
な

い
よ

う

に
そ
っ

と

歩

い

て
い
る

。
藤

村
、
途

中
で

こ

け
て
転

び
そ

う

に
な
る

。 

麗
子
、
身
を

乗
り

出
し
て

藤
村

を

見
つ
め

る
。

藤
村
、

地
面

に

手
を
つ

い
て

、

そ
っ
と

立
ち

上
が
る

。
藤

村

、
麗
子

に
向

か

っ
て

腕

で
丸

を
作
っ

て
見

せ

る
。
麗

子
、

肩

を
な
で

お
ろ
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す
。
藤

村
、

部

屋
の
前

に
立

つ

。
藤
村

、
離

婚
届
を

、
ド

ア

の
下
の

隙
間

に

あ
て
が

う
。

藤
村
、
麗
子

の
方

を
見
て

、
首

を
か

し
げ
る

。

麗
子
、

大
き

く

頷
く
。 

藤
村
、

離
婚

届

を
ド
ア

の
下

か

ら
ゆ
っ

く
り

と
差
し

入
れ

る

。
突
然

、
麗

子

が
走

っ

て
や

っ
て
来

る
。

麗

子
、
砂

利
を

け

飛
ば
し

な
が

ら
走
っ

て
来

て

、
藤
村

に
タ

ッ

ク
ル

す

る
。

藤
村
と

麗
子

、

そ
の
場

で
も

ん

ど
り
を

打
っ

て
、
倒

れ
る

。

麗
子
、

立
ち

上

が
っ
て

ア
パ

ー
ト
を

見
る

。

ド
ア
の

横
の

表

札
に
、

鉛
筆

で
「
三

木
和

久 

佐
藤
ゆ

か
り

」
と

書

か
れ

、

「
佐
藤

ゆ
か

り

」
の
方

だ
け

、

消
し

ゴ

ム
で

消
し
た

跡
が

あ

る
。
麗

子
、

眉

を
寄

せ

て
表

札
を
見

つ
め

る

。
部
屋

の
中

に

明
か
り

が
つ

き
、
物

音
が

す

る
。
麗

子
、

藤

村
を

無

理
や

り
立
た

せ
て

、

背
中
を

押
し

て

ア
パ
ー

ト
の

外
の
方

に
歩

か

せ
る
。

藤
村

と

麗
子
、

転
が

る
よ
う

に
ア

パ

ー
ト
か

ら
離

れ

る
。

ド

ア
の

前
に
、

離
婚

届

が
置
き

っ
ぱ

な

し
に
な

っ
て
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い
る
。

麗
子

、

急
い
で

走
っ

て

戻
っ
て

、
離

婚
届
を

掴
む

。

麗
子
、

走
り

去

る
。

ア

パ
ー

ト
の
ド

ア
が

開

き
、
中

か
ら

和

久
が

顔

を
出

す
。
和

久
、

き

ょ
ろ
き

ょ
ろ

と

辺
り
を

見
回

し
て
か

ら
、

ド

ア
を
閉

め
る

。 

 

○
同 

前

の
道

（

夜
） 

麗
子
、

藤
村

の

口
に
手

を
当

て

な
が
ら

、
ア

パ
ー
ト

の
ド

ア

が
閉
ま

る
の

を

見
て
い

る
。

藤
村
、

顔
が

赤

く
な
っ

て
い

る

。 

藤
村
「

む
ー

！

」 

麗
子
の

手
に

、

く
し
ゃ

く
し

ゃ

に
な
っ

た

離

婚
届
が

握
ら

れ

て
い
る

。 

 

○
公
園 

滑
り

台

（
夜
） 

藤
村
、

滑
り

台

の
上
に

足
を

投

げ
出

し

て
座

っ
て
い

る
。

藤

村
、
お

で
こ

に

ば
ん
そ

う
こ

う
を
貼

っ
て

い

る
。
麗

子
は

、

滑
り

台

の
下

の
砂
場

の
縁

に

腰
掛
け

て
い

る
。
二
人

と

も
、

紙
カ
ッ

プ
に

入

っ
た
、

湯
気

の

立
つ

コ

ー
ヒ
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ー
を
飲

ん
で

い

る
。
麗

子
、

コ

ー
ヒ
ー

を
美

味
し
そ

う
に

飲

む
。 

麗
子
「

コ
ン

ビ

ニ
の
コ

ー
ヒ

ー

っ
て
、

普
通

に

美
味

し
い
で

す
よ

ね

」 

藤
村
、

不
機

嫌

そ
う
に

、
絆

創

膏
を

撫

で
て

い
る
。

麗
子

、

藤
村
を

見
上

げ

る
。 

麗
子
「

す
み

ま

せ
ん
で

し
た

」 

藤
村
「

ほ
ん

と

で
す
よ

！
い

き

な
り
押

す
ん

だ

も
ん

な
ぁ
」 藤

村
、

コ
ー

ヒ

ー
を
一

口
飲

む

。 

麗
子
「

だ
っ

て

、
藤
村

さ
ん

は

い
い
ん

で
す

か

？
私

あ
の
人

と
離

婚

し
た
ら

、
す

ぐ

お
店
閉

め

ち

ゃ

い

ま
す
け

ど
」 

藤
村
「

そ
ん

な
に

お

店
、
や
り

た
く

な
い
ん

で
す

か

？

」 

麗
子
「

私
が

始

め
た
こ

と
じ

ゃ

な
い
ん

で
」 

麗
子
、

黙
っ

て

コ
ー
ヒ

ー
を

飲

む
。 

藤
村
、

コ
ー

ヒ

ー
を
見

つ
め

る

。 

藤
村
「

私
も

一

緒
で
す

」 

麗
子
「

え
？

」 

藤
村
「

私
も

、

喫
茶
店

を
や

ろ

う
な
ん

て
考

え

た
こ
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と
な
か

っ
た

で

す
か
ら

」 

麗
子
、

藤
村

を

見
つ
め

る
。 

麗
子
「

じ
ゃ

あ

、
ど
う

し
て

？

」 

藤
村
「

結
婚

す

る
時
に

、
妻

が

言
っ
た

ん
で

す

」 

藤
村
、

大
き

く

息
を
吐

き
出

す

。 

藤
村
「

妻
は

陶

芸
が
趣

味
な

ん

で
す
。

私
が

定

年
し

た
ら
、

二
人

で

喫
茶
店

を
開

い

て
、
自

分

で

作

っ

た
マ
グ

カ
ッ

プ

で
コ
ー

ヒ
ー

を

出
し
た

い
っ

て

言

っ
て
た

ん
で

す

」 

藤
村
、

遠
く

を

見
つ
め

る
。 

藤
村
「

言
っ

て

た
ん
で

す
け

ど

ね…

」 

藤
村
、
空
に

な
っ

た
カ
ッ

プ
を

握

り
締

め

る
。 

藤
村
「

ど
う

も

、
忘
れ

ち
ゃ

っ

た
み
た

い
な

ん

で
す

よ
ね
。

あ
は

は

」 

藤
村
、

頭
を

か

き
な
が

ら
、

笑

う
。

麗

子
、

藤
村
を

見
上

げ

る
。 

麗
子
「

藤
村

さ

ん
は
一

人
で

も

や
る
ん

で
す

か

？
」 

藤
村
、

黙
っ

て

滑
り
台

を
滑

り

降
り
る

。 

藤
村
「

そ
ろ

そ

ろ
、

帰

り
ま

し

ょ
う
か

」 

藤
村
、

手
で

お

尻
を
払

っ
て

立

ち
上

が

る
。 
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〇
藤
村

の
自

宅 

玄
関

中
（

朝

） 

美
桜
、

リ
ュ

ッ

ク
を
背

負
っ

て

帽
子

を

被
っ

て
い
る

。
藤

村

、
パ
ジ

ャ
マ

姿

で
美
桜

を
見

つ
め
て

い
る

。 

美
桜
「

じ
ゃ

あ

、
行
っ

て
来

ま

す
」 

藤
村
「

一
人

で

大
丈
夫

か
？

」 

美
桜
「

毎
年

行

っ
て
る

ん
だ

も

ん
。
大

丈
夫

よ

」 

美
桜
、

振
り

返

っ
て
藤

村
を

見

つ
め
る

。 

美
桜
「

あ
な

た

、
今
日

は
出

か

け
な
い

の
よ

ね

？
」 

藤
村
「

あ
ぁ

、

休
み
だ

」 

美
桜
、

首
を

か

し
げ
て

藤
村

を

見
つ
め

る
。 

藤
村
、

咳
払

い

を
す
る

。
美

桜

、
立

ち

上
が

っ
て
藤

村
を

見

つ
め
る

。 

藤
村
「

気
を

つ

け
て
な

」 

美
桜
、

ド
ア

を

開
け
て

一
歩

外

に
出

る

。 

藤
村
「

母
さ

ん

、
あ
の

さ
、

帰

っ
て
き

た
ら

話

し
た

い
こ
と

が
あ

る

ん
だ
」 

美
桜
、

振
り

返

っ
て
藤

村
を

見

つ
め
る

。 

美
桜
「

私
、

応

援

す
る

か
ら

」 

藤
村
「

え
？

」 
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藤
村
、

美
桜

を

見
つ
め

る
。 

美
桜
「

あ
な

た

の
や
り

た
い

こ

と
だ
っ

た
ら

、

私
、

応
援
す

る
。

じ

ゃ
あ
、

行
っ

て

来
ま
す

」 
美
桜
、

笑
顔

で

ド
ア
を

開
け

て

出
て

行

く
。

藤
村
、

ほ
っ

ぺ

た
を
指

で
か

く

。 

 

〇
同 

台
所

（

朝
） 

パ
ジ
ャ

マ
姿

の

藤
村
が

入
っ

て

来
る

。

テ
ー

ブ
ル
に

は
蓋

を

開
け
た

ま
ま

の
、
お
弁
当

箱
。

皿
に
お

か
ず

が

置
い
て

あ
る

。

弁
当

は

、
半

分
ぐ
ら

い
米

や

お
か
ず

が
詰

め

ら
れ
て

い
る

。

藤
村
、

弁
当

を

見
て
目

を
見

開

く
。 

藤
村
「

あ
！

」 

藤
村
、

弁
当

を

持
っ
て

廊
下

に

走
り

出

る
。

藤
村
、

首
を

伸

ば
し
て

外
を

見

て
、

た

め
息

を
つ
く

。 

 

〇
山 

道 紅
葉
が

美
し

い

山
並
み

。
登

山

道
を
、

美
桜

が
リ
ズ

ム
を

取

り
な
が

ら
歩

い

て
い
る

。 
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美
桜
「

ほ
い

、

よ
っ
と

、
は

い

」 

美
桜
の

額
か

ら

汗
が
流

れ
て

い

る
。
美

桜
、

す
れ
違

う
人

に

会
釈
を

す
る

。 

 

〇
同 

日
吉

工

房
の
前 

「
日
吉

工
房

」

と
書
か

れ
た

看

板
。

煙

突
か

ら
、
煙

が
出

て

い
る
。

美
桜

、

タ
オ
ル

で
汗

を
拭
き

な
が

ら

、
工
房

に
入

っ

て
行

く

。 

 

〇
同 

工
房

の

中 

大
き
な

窯
が

あ

る
。
窯

の
前

に

、
数
人

の
男

女
が
立

っ
て

い

る
。 

日
吉
隆

久(

4 0)

が
、
鉄
板
を

使
っ

て
、
窯
か

ら
焼
き

あ
が

っ

た
陶
芸

品
を

出

し
て
い

る
。

美

桜

、

窯

に

向

か

っ

て

歩

く

。

花

村

和

江

(

5 4)

が
、
美

桜
に

気

が
付
い

て
手

を

上
げ
る

。 

和
江
「

藤
村

さ

ん
！
こ

っ
ち

こ

っ
ち
～

」 

美
桜
、

駆
け

寄

る
。 

美
桜
「

ご
め

ん

な
さ
い

、
遅

く

な
っ
て

」 

和
江
「

窯
出

し

、
間
に

合
っ

た

わ
ね
」 
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美
桜
「

年
に

一

度
の
本

窯
焼

き

だ
も
の

。
来

な

い
わ

け
に
は

い
か

な

い
わ
」 

日
吉
「

藤
村

さ

ん
の
作

品
も

、

も
う
出

し
て

あ

り
ま

す
よ
！

」 

日
吉
、
並
べ

て
あ

る
マ
グ

カ
ッ

プ

を
指
差

す
。

美
桜
と

和
江

、

マ
グ
カ

ッ
プ

に

近
づ
く

。 

和
江
「

あ
ら
、
い

い
色
に

仕
上

が

っ
て
る

じ
ゃ

な

い
？
」 

美
桜
「

私
の

は

、
ど
れ

？
」 

和
江
「

こ
れ

よ

、
こ
れ

」 

和
江
が

指
差

し

た
マ
グ

カ
ッ

プ

は
、
ふ

ち
の

所
が
少

し
曲

が

っ
て
い

る
。 

美
桜
「

私
、

こ

ん
な
の

作
っ

た

？
」 

和
江
と

日
吉

、

顔
を
見

合
わ

せ

る
。 

和
江
「

や
だ

、

忘
れ
ち

ゃ
っ

た

の
？
」 

日
吉
「

濱
田

さ

ん
の
作

品
、

最

近
芸
術

性
が

増

し
て

き
ま
し

た
よ

ね

。
僕
、

そ
う

言

う
の
も

好

き

で

す

よ
」 

美
桜
「

あ
り

が

と
う
ご

ざ
い

ま

す
」 

美
桜
、

マ
グ

カ

ッ
プ
を

見
つ

め

る
。 
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○
山 

道 リ
ュ
ッ

ク
を

背

負
っ
た

藤
村

、

山
を

登

っ
て

い
る
。
藤
村

、
タ

オ
ル
で

汗
を

拭

き
な
が

ら
、

足
早
に

山
を

登

っ
て
い

る
。 

 

〇
同 

日
吉

工

房
の
前 

美
桜
と

、
日

吉

と
和
江

が
立

っ

て
い
る

。 

和
江
「

藤
村

さ

ん
本
当

に
帰

っ

ち
ゃ
う

の
？

」 

美
桜
「

う
ん

。

お
弁
当

も
忘

れ

ち
ゃ
っ

た
し

、

な
ん

だ
か
く

た
び

れ

ち
ゃ
っ

て
」 

日
吉
「

じ
ゃ

あ

、
作
品

は
後

日

郵
送
し

ま
す

ね

」 

美
桜
「

よ
ろ

し

く
お

願

い
し

ま

す
」 

和
江
「

ま
た

ね

。
帰
り

、
気

を

つ
け
て

ね
」 

和
江
、

美
桜

、

手
を
振

り
合

う

。
美
桜

、
歩

き
始
め

る
。 

 

〇
同 

道 美
桜
、

歩
い

て

い
る
。

鳥
の

声

。 

 

〇
同 

空 
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太
陽
が

雲
に

隠

れ
る
。 

 

〇
同 
道 急

に
、

美
桜

の

足
元
が

暗
く

な

る
。

美

桜
、

空
を
見

上
げ

る

。
木
と

空
が

、

ぐ
る
ぐ

る
回

り
始
め

る
。

美

桜
、
手

で
額

の

汗
を

拭

う
。

美
桜
、
道
を

逸
れ

て
山
の

中
に

入

っ
て

行

く
。

美
桜
の

リ
ュ

ッ

ク
の
外

ポ
ケ

ッ

ト
か
ら

、
赤

い
タ
オ

ル
が

落

ち
る
。 

 

〇
同 

日
吉

工

房
の
外 

リ
ュ
ッ

ク
を

背

負
っ
た

藤
村

が

立
っ
て

い
る

。

藤
村
、

手
に

ナ

プ
キ
ン

に
く

る

ん
だ

包

み
を

持
っ
て

い
る

。

藤
村
の

前
に

、

日
吉

と

和
江

が
立
っ

て
い

る

。 

日
吉
「

こ
こ

を

出

た
の
は

も
う

一

時
間
も

前
で

す

よ
」 

和
江
「

途
中

で

す
れ
違

い
ま

せ

ん
で
し

た
？

」 

藤
村
「

い
や…

」 

藤
村
、

頭
を

振

る
。 

藤
村
「

ち
ょ

っ

と
戻
っ

て
、

探

し
て
み

ま
す

」 
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日
吉
「

待
っ

て

下
さ
い

。
僕

も

一
緒
に

行
き

ま

す
」 

日
吉
、

工
房

の

中
に
入

っ
て

行

く
。

和

江
、

言
い
に

く
そ

う

に
口
を

開
く

。 

和
江
「

藤
村

さ

ん
。
奥

さ
ん

、

最
近
変

わ
っ

た

こ
と

な
い
で

す
か

？

」 

藤
村
「

変
わ

っ

た
こ
と

？
」 

和
江
「

陶
芸

教
室

で
は
、
な
ん

て
言

う
か
ち

ょ
っ

と

、

物
忘
れ

が

多

く

な
っ
た

っ
て

言

う
か…

」 

藤
村
「

え
？

」 

和
江
「

自
分

の

作
っ
た

作
品

を

忘
れ
ち

ゃ
っ

た

り
。

作
風
も

少
し

変

わ
っ
て

来
た

ん

で
す
」 

藤
村
「

ど
ん

な

ふ
う
に

変
わ

っ

た
ん
で

す
か

？

」 

和
江
「

と
言

う

か
、
形

が
上

手

く
取
れ

な
く

な

っ
て

い
る
み

た
い

な

ん
で
す

よ
ね

」 

藤
村
、

俯
い

て

、
手
に

持
っ

た

包
み
を

見
つ

め
る
。 

和
江
「

私
、

ち

ょ
っ
と

心
配

で…

」 

日
吉
、

リ
ュ

ッ

ク
や
縄

を
背

負

っ
て

出

て
来

る
。 

日
吉
「

さ
、

行

き
ま
し

ょ
う

」 
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藤
村
、

和
江

に

お
辞
儀

を
す

る

。 

 

〇
同 
川
沿

い

（
夕
） 

崖
の
下

に
流

れ

る
川
。
美
桜

、
倒

れ
て
い

る
。

美
桜
の

足
か

ら

血
が
出

て
い

る

。
美
桜

、
崖

の
上
を

見
上

げ

る
。 

美
桜
「

助
け

て

ー
、

誰

か…
」 

美
桜
、

立
ち

上

が
ろ
う

と
す

る

が
、

立

て
ず

に
そ
の

場
で

転

ん
で
し

ま
う

。

美
桜
、

目
の

前
に
生

え
て

い

る
草
を

掴
む

。

美
桜

の

手
の

甲
に
、

雨
が

ぽ

つ
ぽ
つ

と
落

ち

る
。

美

桜
、

崖
を
見

つ
め

る

。 

 

○
同 

道

（
夕

） 

土
砂
降

り
の

雨

。
藤
村

と
日

吉

が
、

カ

ッ
パ

を
着
て

歩
い

て

い
る
。 

藤
村
「

お
ー

い

！
」 

日
吉
「

藤
村

さ

ー
ん
！

」 

藤
村
、
目
を

細
め

て
辺
り

を
見

回

す
。
藤

村
、

立
ち
止

ま
る

。

山
道
に

、
赤

い

タ
オ
ル

が
落
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ち
て
い

る
。

藤

村
、
タ

オ
ル

の

方
に

走

り
寄

る
。
藤
村

、
タ

オ

ル
を
拾

い
上

げ

る
。
藤
村

、

崖
の
下

を
見

る

。
川
沿

い
に

、

倒
れ
て

い
る

美
桜
の

姿
。 

藤
村
「

母
さ

ん

！
」 

日
吉
が

、
走

っ

て
来
る

。
藤

村

、
崖

を

這
う

よ
う
に

降
り

る

。
藤
村

、
転

び

そ
う
に

な
り

な
が
ら

崖
の

下

に
降
り

る
。 

美
桜
、

雨
の

中

、
ピ
ク

リ
と

も

動
か
ず

寝
て

い
る
。

藤
村

、

美
桜
を

抱
き

起

す
。 

藤
村
「

母
さ

ん

、
し
っ

か
り

し

ろ
！
お

い
！

」 

美
桜
、

目
を

閉

じ
て
い

る
。

藤

村
、
手

で
美

桜
の
顔

の
水

を

拭
き
取

る
。 

 

○
病
院 

病
室

（

夜
） 

個
室
の

ベ
ッ

ド

に
美
桜

が
寝

て

い
る
。
美
桜

、

足
に
包

帯
を

巻

い
て
い

る
。

美

桜
の

腕

に
は

点
滴
の

針
が

刺

さ
っ
て

い
る

。 

 

○
同 

診

察
室

（

夜
） 
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医
師
が

座
っ

て

い
る
。

医
師

の

横
に
あ

る
電

光
掲
示

板
に

は

、
足
の

レ
ン

ト

ゲ
ン
写

真
が

写
っ
て

い
る

。

医
師
の

前
に

、

藤
村

と

徹
也

が
座
っ

て
い

る

。 

医
師
「

足
の

怪

我
は
大

し
た

こ

と
あ
り

ま
せ

ん

。

薬

指
に
少

し
ヒ

ビ

が
入
っ

て
い

ま

す
が
、

一

ヶ

月

も

す
れ
ば

痛
み

も

引
く
で

し
ょ

う

」 

医
師
が

パ
ネ

ル

を
操
作

す
る

。

脳
の

M
R
I

画

像
が
表

示
さ

れ

る
。 

医
師
「

た
だ…

。
ご
主

人
か

ら

最
近
の

様
子

を

お
伺

い
し
て

、

念

の

為
、
脳

の

M
R
I

画
像
を

撮

っ

て

み

ま
し
た…

」 

徹
也
、

藤
村

を

見
つ
め

る
。 

医
師
「

や
は

り

、
脳
に

何
ら

か

の
障
害

が
発

生

し
て

い
る
可

能
性

が

あ
り
ま

す
」 

藤
村
、M
R
I

画

像
を
食

い
入

る

よ
う
に

見
つ

め
る
。 

徹
也
「

障
害

？

頭

を
打

っ
た

っ

て
こ
と

で
す

か

？
」 

医
師
「

い
え

、

外
傷
は

あ
り

ま

せ
ん
。

も
う

少

し
詳

し
く
検

査

し

て

み
な
い

と
分

か

り
ま
せ

ん
が

」 
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徹
也
「

検
査

っ

て
、
何

の
検

査

で
す
か

？
」 

医
師
、

藤
村

を

見
つ
め

る
。 

医
師
「

藤
村

さ

ん
は
、

ア
ル

ツ

ハ
イ
マ

ー
型

認

知
症

で
あ
る

可
能

性

が
あ
り

ま
す

」 

徹
也
「

は
ぁ

！

？
ア
ル

ツ
ハ

イ

マ
ー
っ

て
」 

徹
也
、

戸
惑

っ

た
よ
う

に
藤

村

を
見

る

。 

徹
也
「

お
袋

、

ま
だ

5
8

な
ん
で

す
け
ど

」 

医
師
「

若
年

性

ア
ル
ツ

ハ
イ

マ

ー
は
、

ア
ミ

ロ

イ
ド

β

タ
ン

パ
ク

質

が
脳
に

蓄
積

す

る
こ
と

で

、

年

齢

は
関
係

な
く

発

生
し
ま

す
。

最

近
、
お

母

さ

ん

の

様

子

で

変

わ

っ

た

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

か
？
」 徹

也
、

し
ば

し

考
え
込

む
。 

医
師
「

と
に

か

く
明
日

、
詳

し

く
検
査

し
て

み

ま
し

ょ
う
。
今
夜

は
お

帰
り
に

な
っ

て
、
結
構
で

す
よ

」 

藤
村
、

沈
ん

だ

表
情
。 

 

○
同 

待

合
室

（

夜
） 

誰
も
い

な
い

、

薄
暗
い

待
合

室

。
藤
村

と
徹

也
、
少

し
離

れ

た
位
置

に
背

を

向
け

合

っ
て
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座
っ
て

い
る

。

二
人
と

も
、

俯

い
て
い

る
。 

徹
也
「

な
ん

だ

よ
、

冗

談
じ

ゃ

な
い
よ

」 
徹
也
、

は
っ

と

目
を
見

開
く

。 

徹
也
「

こ
の

間

の
か
ら

揚
げ

！

も
し
か

し
て

、

あ
れ

も
症
状

の
一

種

だ
っ
た

の
か

な

」 

徹
也
、

立
ち

上

が
っ
て

藤
村

を

見
つ
め

る
。 

徹
也
「

な
ぁ

、

父
さ
ん

は
他

に

何
か
気

付
い

た

こ
と

あ
る
？

」 

藤
村
「

マ
グ

カ

ッ
プ

が

無
く

な

っ
て
た

ん
だ

」 

徹
也
「

マ
グ

カ

ッ
プ
？

」 

藤
村
、

俯
い

た

ま
ま
頭

を
振

る

。
藤
村

、
目

を
つ
ぶ

っ
て

こ

ぶ
し
を

握
り

締

め
る
。 

 

○
表
参
道 

街

路

樹
（
朝

） 

街
路
樹

の
葉

っ

ぱ
は
無

く
な

り

、
コ
ー

ト
姿

の
人
が

行
き

か

っ
て
い

る
。 

 

○C
a
f
e
 
T
r
e
e
 

店

内
（
朝

） 

大
き
な

ク
リ

ス

マ
ス
ツ

リ
ー

が

飾
ら
れ

て
い

る
。
従

業
員

、

椅
子
を

出
し

た

り
、

テ

ー
ブ
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ル
を
拭

い
た

り

。
開
店

準
備

を

し
て
い

る
。 

 

○
同 
テ

ラ
ス

席

（
朝
） 

麗
子
、

掃
き

掃

除
し
て

い
る

。

麗
子
、

エ
プ

ロ
ン
の

ポ
ケ

ッ

ト
か
ら

ス
マ

ホ

を
出

し

て
見

つ
め
る

。
聡

美

が
近
づ

い
て

来

る
。 

聡
美
「

藤
村

さ

ん
、
今

日
も

お

休
み
で

す
か

？

」 

麗
子
「

う
ん

、

し
ば
ら

く
休

み

ま
す
っ

て
連

絡

が
来

た
き
り

」 

聡
美
「

も
う

一

ヶ
月
で

す
よ

ね

。
こ
の

ま
ま

辞

め
ち

ゃ
う
の

か
な

ぁ

」 

麗
子
、

ス
マ

ホ

を
エ
プ

ロ
ン

に

仕
舞

う

。
麗

子
、
掃

き
掃

除

を
続
け

る
。 

 

○
弥
生
荘 

前

の

道
（
夜

） 

麗
子
、
ア
パ

ー
ト

を
見
つ

め
て

い

る
。
麗

子
、

手
に
離

婚
届

を

持
っ
て

い
る

。

麗
子
、

ア
パ

ー
ト
に

近
づ

く

。 

 

○
同 

和

久

の

部

屋
の
前

（
夜

） 
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麗
子
、

ド
ア

に

耳
を
付

け
る

。

部
屋

の

中
か

ら
は
物

音
一

つ

し
な
い

。
麗

子

、
離
婚

届
を

ド
ア
の

下
の

隙

間
に
差

し
込

む

。
半
分

程
入

れ
た
時

、
離

婚
届

が
引
っ

張
ら

れ

る
。
麗

子
、

離
婚
届

か
ら

手

を
離
す

。
離

婚

届
、

ア

パ
ー

ト
の
中

に
入

っ

て
行
く

。
麗

子

、
ド
ア

を
じ

っ
と
見

つ
め

る

。
麗
子

、
ド

ア

の
横

の

表
札

の
紙
を

乱
暴

に

取
る
。

麗
子

、

表
札
を

く
し

ゃ
く
し

ゃ
に

丸

め
て
地

面
に

捨

て
る
。
麗
子

、

踵
を
返

し
て

ア

パ
ー
ト

か
ら

離

れ
る
。 

 

○
藤
村
の

自
宅 

台
所 

エ
プ
ロ

ン
を

付

け
た
藤

村
、

シ

ン
ク

に

立
っ

て
、
火

に
か

け

た
や
か

ん
を

見

て
い
る

。 

美
桜
、

椅
子

に

座
っ
て

食
パ

ン

と
目
玉

焼
き

を
食
べ

て
い

る

。
目
玉

焼
き

は

、
黄
身

が
つ

ぶ
れ
て

、
端

が

焦
げ
て

い
る

。 

や
か
ん

か
ら

湯

気
が
出

始
め

る

。
藤
村

、
ド

リ
ッ
パ

ー
を

使

っ
て
コ

ー
ヒ

ー

を
淹

れ

る
。

美
桜
、
鼻
を

動
か

し
て
空

気
の

匂

い
を

嗅

ぐ
。 
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藤
村
、

コ
ー

ヒ

ー
の
入

っ
た

マ

グ
カ
ッ

プ
を

美
桜
の

前
に

置

く
。
藤

村
、

美

桜
の

向

か
い

に
座
る

。
美

桜

、
マ
グ

カ
ッ

プ

を
持

っ

て
香

り
を
嗅

ぐ
。
美
桜

、
コ
ー

ヒ
ー

を
一

口
飲
む

。

美
桜
、

ぱ
っ

と

笑
顔
に

な
る

。 

美
桜
「

美
味

し

い
！
」 

藤
村
「

そ
う

か

」 

美
桜
「

ど
う

し

た
の
、

こ
れ

？

」 

藤
村
「

教
え

て

も
ら
っ

た
ん

だ

」 

美
桜
「

誰
に

？

」 

美
桜
、
も
う

一
口

コ
ー
ヒ

ー
を

飲

む
。
美

桜
、

笑
顔
に

な
る

。 

美
桜
「

う
ん

、

美
味
し

い
。

美

味
し
い

わ
」 

藤
村
、

美
桜

を

見
つ
め

て
い

る

。 

藤
村
「

母
さ

ん

、
覚
え

て
る

か

？
新
婚

旅
行

で

行
っ

た
海
の

こ
と

」 

美
桜
、

首
を

か

し
げ
る

。 

藤
村
「

浜
辺

で

話
し
た

よ
な

。

俺
が
定

年
に

な

っ
た

ら
喫
茶

店

を

開

い
て
、

母
さ

ん

は
自
分

が

作

っ

た

マ
グ
カ

ッ
プ

で

コ
ー
ヒ

ー
を

出

す
ん
だ

っ
て

」 
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美
桜
、

首
を

か

し
げ
る

。 
美
桜
「

何
の

こ

と
？
」 

藤
村
、

美
桜

か

ら
目
を

逸
ら

す

。
突
然

、
徹

也
が
部

屋
に

入

っ
て
来

る
。 

徹
也
「

喫
茶

店

っ
て
、

そ
れ

本

気
か
よ

」 

藤
村
、

目
を

見

開
い
て

徹
也

を

見
つ
め

る
。 

藤
村
「

徹
也

、

来

て
た

の
か

」 

美
桜
「

お
か

え

り
」 

徹
也
、

藤
村

を

睨
み
つ

け
る

。 

徹
也
「

も
し

か

し
て
そ

れ
で

、

カ
フ
ェ

で
働

い

た
り

し
て
た

の
？

」 

徹
也
、

藤
村

に

近
づ
く

。 

徹
也
「

そ
ん

な

の
、
も

う
無

理

だ
ろ
」 

藤
村
「

母
さ

ん

と
話
し

て
た

ん

だ
よ
。

定
年

し

て
、

退
職
金

が
出

た

ら…

」 

徹
也
「

だ
か

ら

、
母
さ

ん
が

こ

う
な
っ

た
以

上

、
も

う
無
理

な
ん

だ

っ
て
！

治
療

に

ど
れ
ぐ

ら
い

金

が

か
か
る

か

分

か

ら
な
い

ん
だ

し

、
退
職

金

だ

っ

て

残
し
て

お
か

な

い
と
」 

徹
也
、
美
桜

か
ら

目
を
逸

ら
し

な

が
ら

言

う
。 
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徹
也
「

大
体

、

母

さ
ん

だ
っ

て

も
う
覚

え
て

な

い
ん

だ
し
」 美

桜
、

笑
い

な

が
ら
言

う
。 

美
桜
「

ど
う

し

た
の
、

二
人

と

も
。
徹

也
、

も

う
ご

飯
食
べ

た
の

？

」 

徹
也
、

苦
悶

の

表
情
で

俯
く

。 

徹
也
「

大
体

、

父

さ
ん

が
ち

ゃ

ん
と
母

さ
ん

の

こ
と

見
て
れ

ば
、

も

っ
と

早

く
気

づ

け
た
ん

じ
ゃ

な

い

の
？
」 藤

村
、

徹
也

か

ら
目
を

逸
ら

せ

る
。

徹

也
、

は
っ
と

し
て

藤

村
を
見

つ
め

る

。 

徹
也
「

あ
、

ご

め
ん…

」 

藤
村
、

エ
プ

ロ

ン
を
外

し
て

立

ち
上

が

る
。 

藤
村
「

ち
ょ

っ

と
、

出

て
来

る

。
母
さ

ん
の

こ

と
、

頼
む
」 藤

村
、

部
屋

を

出
て
行

く
。 

 

○
同 

玄

関
外 

藤
村
が

外
に

出

る
と
、

麗
子

が

チ
ャ
イ

ム
を

押
そ
う

と
指

を

伸
ば
し

て
い

る

。 
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麗
子
「

あ
！

藤

村
さ
ん

」 

藤
村
、
涙
が

出
て

、
鼻
が

赤
く

な
っ

て
い
る

。

藤
村
、

目
を

見

開
い
て

麗
子

を

見
つ
め

る
。

麗
子
も

一
歩

下

が
っ
て

、
藤

村
を

見
つ
め

る
。 

麗
子
「

あ
の

、

こ
ん
に

ち
は

。

藤
村
さ

ん
ど

う

し
た

の
か
な

っ
て

思

っ
て
、

来
ち

ゃ

い
ま
し

た
」 

藤
村
、

麗
子

を

無
視
し

て
歩

き

始
め
る

。 

麗
子
「

藤
村

さ

ん
、
ね

ぇ
、

ち

ょ
っ
と

」 

麗
子
、

藤
村

の

後
を
追

う
。 

 

○
住
宅
街 

道 

藤
村
、

足
早

に

歩
い
て

行
く

。

麗
子
、

数
メ

ー
ト
ル

後
ろ

を

、
急
い

で
歩

い

て
い
る

。 

 

○
登
戸
駅 

改

札

前 

「
登
戸

駅
」

と

書
か
れ

た
看

板

。
藤
村

、
財

布
か

ら

I
C

カ

ー
ド
を

出
し

て

、
改
札

を
通

る
。
麗

子
、

慌

て
て
後

を
追

お

う
と
す

る
。

麗
子
、I

C

カ
ー

ド
を
改

札
に

く

っ
つ
け

る
。

「
ピ
ン

ポ
ン

」

と
言
う

警
告

音

が
す
る

。 
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麗
子
「

あ
ー

、

も
う
！

」 

麗
子
、

慌
て

て

引
き
返

す
。 

 

○
同 

券

売
機

前 

麗
子
、

パ
ネ

ル

を
操
作

し
て

い

る
。
麗

子
、

頭
を
か

き
む

し

る
。 

麗
子
「

ど
こ

ま

で
行
く

の
よ…

」 

麗
子
、
急

い
で
「

チ
ャ
ー

ジ
」
、「1

万
円
」
を

押
し
て

、
財

布

か
ら
一

万
円

札

を
取

り

出
し

て
機
械

に
入

れ

る
。 

 

○
同 

ホ

ー
ム 

麗
子
、

き
ょ

ろ

き
ょ
ろ

と
辺

り

を
見
回

し
て

い
る
。

ホ
ー

ム

真
ん
中

辺
り

の

ベ
ン
チ

に
、

藤
村
が

座
っ

て

い
る
。

藤
村

、

ぐ
っ
た

り
と

体
を
ベ

ン
チ

に

預
け
て

い
る

。

麗
子
、

少
し

離
れ
た

ベ
ン

チ

に
座
る

。 

 

○
電
車 

車
内 

空
い
て

い
る

車

内
。
藤

村
、

角

の
席

に

座
っ
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て
、
手

す
り

に

頭
を
も

た
れ

さ

せ
て
、

目
を

つ
ぶ
っ

て
い

る

。
斜
め

向
か

い

の
席

に

、
麗

子
が
座

っ
て

い

る
。
麗

子
、

心

配
そ
う

に
藤

村
を
見

つ
め

て

い
る
。 

 

○
熱
海
駅 

ホ

ー

ム 

電
車
が

入
っ

て

来
る
。 

 

○
電
車 

車
内

（

夕
） 

人
が
降

り
て

、

空
に
な

っ
た

車

内
。
藤

村
、

手
す
り

に
頭

を

も
た
れ

さ
せ

て

、
目

を

つ
ぶ

っ
て
い

る
。

斜

め
向
か

い
に

座

っ
て
い

る
麗

子
、
立

ち
上

が

っ
て
、

藤
村

に

近
づ
く

。
麗

子
、
藤

村
を

揺

り
起
こ

す
。 

麗
子
「

藤
村

さ

ん
、
終

点
で

す

よ
」 

藤
村
、

目
を

開

け
て
窓

の
外

を

見
る
。 

麗
子
「

熱
海

ま

で
来
ち

ゃ
い

ま

し
た
よ

」 

藤
村
「

あ
、

す

み
ま
せ

ん
」 

藤
村
、

立
ち

上

が
っ
て

電
車

を

降
り
る

。
麗

子
、
た

め
息

を

つ
い
て

藤
村

の

後
を

追

い
か
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け
る
。 

 

○
同 
海

（
夕

） 
赤
く
染

ま
っ

た

空
と
海

。 

 

○
同 

海

沿

い

の

道
（
夕

） 

藤
村
、

歩
い

て

い
る
。

麗
子

、

後
ろ
を

つ
い

て
来
て

い
る

。 

麗
子
「

藤
村

さ

ん
、
ど

こ
ま

で

行
く
ん

で
す

か

？
」 

藤
村
「

何
で

つ

い
て

来

る
ん

で

す
か
」 

麗
子
「

そ
れ

は

、
心
配

だ
か

ら

で
す
」 

藤
村
、

振
り

返

っ
て
麗

子
に

言

う
。 

藤
村
「

私
の

こ

と
な
ん

か
よ

り

、

ご
自

分
の

心

配
し

た
ら
ど

う
で

す

か

？
」 

麗
子
「

は
ぁ

！

？
」 

藤
村
、

歩
き

始

め
る
。 

麗
子
「

夫
と

は
も

う

離
婚

す
る

こ

と
に
決

め
ま

し

た
。

こ
の
間

、
離

婚

届
、
渡

し
て

来

ま
し
た

か
ら

」 

藤
村
「

旦
那

さ

ん
と
、

話
し

ま

し
た
か

？
」 

麗
子
「

話
す

こ

と
は
も

う
あ

り

ま
せ
ん

か
ら

」 
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藤
村
、

立
ち

止

ま
っ
て

振
り

返

る
。 

藤
村
「

あ
ー

あ

、
そ
れ

で
い

い

ん
で
す

か
ね

ぇ

」 

麗
子
「

な
ん

な

ん
で
す

か
！

？

」 

藤
村
「

だ
っ

て

、
話
せ

る
時

に

話
し
て

お
か

な

い
と

…

」 

麗
子
「

え
？

」 

藤
村
「

三
木

さ

ん
が
そ

れ
で

い

い
な
ら

、
い

い

で
す

け
ど
！

」 

麗
子
「

だ
か

ら

、
い
い

っ
て

言

っ
て
る

じ
ゃ

な

い
で

す
か
！

」 

藤
村
、

歩
き

始

め
る
。

麗
子

、

ほ
っ
ぺ

た
を

膨
ら
ま

せ
る

。

麗
子
、

藤
村

と

反
対
方

向
に

歩
き
始

め
る

。

麗
子
、

肩
を

怒

ら
せ
て

立
ち

去
る
。 

 

〇
同 

近
く

の

土
地
（

夕
） 

ロ
ー
プ

が
張

ら

れ
た
土

地
。「

売

地
」
と
看

板

が
出
て

い
る

。

藤
村
、

看
板

の

近
く
に

座
り

込
ん
で

い
る

。

藤
村
、

じ
っ

と

海
を

眺

め
て

い
る
。 
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〇
同 

海
に

面

し
た
斜

面
（

夕

） 

麗
子
、

ガ
ー

ド

レ
ー
ル

に
顎

を

乗
せ
て

、
藤

村
を
見

つ
め

て

い
る
。

麗
子

、

ほ
っ
ぺ

た
を

膨
ら
ま

せ
て

い

る
。 

 

〇
同 

近
く

の

土
地
（

夕
） 

藤
村
、

ふ
ら

ふ

ら
と
立

ち
上

が

る
。

藤

村
、

落
ち
て

い
る

木

の
棒
を

拾
う

。

藤
村
、

ロ
ー

プ
を
く

ぐ
っ

て

土
地
の

中
に

入

る
。

藤

村
、

棒
で
地

面
に

線

を
引
き

始
め

る

。
藤
村

、
ど

ん
ど
ん

線
を

描

い
て
行

く
。

藤

村
、
真

剣
な

顔
で
線

を
描

い

て
い
る

。
藤

村

の
額

か

ら
汗

が
噴
き

出
し

て

い
る
。 

 

〇
同 

海
に

面

し
た
斜

面
（

夕

） 

麗
子
、

藤
村

の

姿
を
見

つ
め

て

い
る
。

土
地

の
上
に

書
か

れ

た
、
線

を
見

つ

め
て
い

る
。 

麗
子
「

あ
れ

っ

て
も
し

か
し

て

、
間
取

り
図

？

」 

藤
村
が

大
き

く
、「C

a
f
e
 7

5
0

」
と
描

い
て

い

る
。
麗

子
、
じ
っ

と
そ
の

文
字

を

見
つ
め

る
。 
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〇
同 

近
く

の

土
地
（

夕
） 

藤
村
、

棒
を

投

げ
出
し

て
そ

の

場
に

座

る
。

藤
村
、

肩
で

息

を
し
て

い
る

。

藤
村
、

夕
日

を
眺
め

て
、
大
き

く
た
め

息
を

つ

く
。
藤

村
、

仰
向
け

で
寝

転

ぶ
。 

麗
子
が

や
っ

て

来
る
。

麗
子

、

手
に

コ

ン
ビ

ニ
の
紙

カ
ッ

プ

を
持
っ

て
い

る

。
藤
村

、
麗

子
を
見

上
げ

る

。 

麗
子
「

普
通

に
美

味
し
い

や
つ

、
飲

み
ま
せ

ん
か

？

」 

麗
子
、

カ
ッ

プ

を
藤
村

に
差

し

出
す
。 

 

○
藤
村
の

自
宅 

台
所
（

夕
） 

美
桜
と

徹
也

、
向

か
い
合

っ
て

座

っ
て
い

る
。

徹
也
、

貧
乏

ゆ

す
り
を

し
て

い

る
。 

徹
也
「

っ
た

く
、
父
さ
ん

ど
こ

ま

で
行
っ

た
ん

だ

よ
」 

徹
也
、

た
め

息

を
つ
く

。
徹

也

、
立

ち

上
が

る
。 

徹
也
「

ち
ょ

っ

と
、

父

さ
ん

に

電
話
し

て
く

る

」 

徹
也
、

部
屋

を

出
て
行

き
か

け

て
立

ち

止
ま

る
。 



88 

 

徹
也
「

そ
う

い

え
ば
、

父
さ

ん

が
マ
グ

カ
ッ

プ

が
ど

う
と
か

言
っ

て

た
け
ど

、
母

さ

ん
知
っ

て
る

？

」 

美
桜
「

マ
グ

カ

ッ
プ
？

」 
美
桜
、

首
を

か

し
げ
て

徹
也

を

見
つ
め

る
。 

徹
也
「

い
い

や

。
後
で

父
さ

ん

に
聞
い

て
み

る

よ
」 

徹
也
、

ス
マ

ホ

を
操
作

し
な

が

ら
、
部

屋
を

出
て
行

く
。

美

桜
、
手

を
ほ

っ

ぺ
た
に

つ
け

て
考
え

込
ん

で

い
る
。 

美
桜
「

マ
グ

カ

ッ
プ
、

マ
グ

カ

ッ
プ…

」 

美
桜
、

目
を

見

開
く
。

美
桜

、

突
然
立

ち
上

が
る
。

椅
子

が

倒
れ
る

。
美

桜

、
食
器

棚
に

近
づ
き

、
勢

い

よ
く
扉

を
開

け

る
。

何

も
無

い
一
角

。
美

桜

、
食
器

棚

を

見

つ
め

る

。 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

徹
也
、

部
屋

に

戻
っ
て

来
る

。 

徹
也
「

今
、

す

ご
い
音

し
た

け

ど…

」 

台
所
に

は
美

桜

の
姿
は

無
い

。

椅
子

が

倒
れ

て
い
る

。 

徹
也
「

母
さ

ん

？
」 

徹
也
、

き
ょ

ろ

き
ょ
ろ

と
部

屋

を
見
回

す
。 
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〇
熱
海 

海 

砂
浜
（

夕
） 

藤
村
と

麗
子

が

、
砂
浜

に
座

っ

て
い
る

。
藤

村
、
空

に
な

っ

た
紙
コ

ッ
プ

に

、
砂

を

入
れ

て
い
る

。 

麗
子
「

そ
う

で

す
か
、

奥
さ

ん

が…

」 

麗
子
、

じ
っ

と

藤
村
を

見
つ

め

る
。

藤

村
、

砂
を
紙

コ
ッ

プ

に
入
れ

続
け

て

い
る
。 

麗
子
「

だ
け

ど

、
今
は

良
い

薬

も
あ
る

し
、

ち

ゃ
ん

と
通
院

す
れ

ば

、
き
っ

と…

」 

藤
村
、

暗
い

顔

で
俯
い

て
い

る

。
麗
子

、
振

り
返
る

。
先

ほ

ど
の
売

地
が

見

え
る
。 

麗
子
「

あ
の

土
地

、
買
う

つ
も

り
だ

っ
た
ん

で
す

か

？
」 

藤
村
、

恥
ず

か

し
そ
う

に
笑

う

。 

藤
村
「

こ
こ

、

妻
と
新

婚
旅

行

で
来
た

場
所

な

ん
で

す
」 

麗
子
「

へ
え

」 

藤
村
「

旅
行

中

、
毎
日

海
を

眺

め
な
が

ら
話

し

ま
し

た
。
将

来

の

こ

と
や
、

子
供

の

こ
と…

」 

麗
子
「

カ
フ

ェ

の
こ
と

も
で

す

か
？
」 

藤
村
、

頷
く

。 
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藤
村
「

い
つ

の

間
に
か

、
心

の

支
え
み

た
い

に

な
っ

て
た
ん

で
す

よ

ね
」 

麗
子
「

奥
様

、

そ
の
こ

と
は

？

」 
藤
村
、

カ
ッ

プ

を
逆
さ

ま
に

す

る
。
砂

が
さ

ら
さ
ら

と
こ

ぼ

れ
出
す

。 

藤
村
「

全
部

、

忘
れ
ち

ゃ
っ

た

み
た
い

で
す

ね

」 

藤
村
、

自
嘲

気

味
に
笑

う
。 

藤
村
「

こ
ん

な

こ
と
な

ら
、

聞

い
て
お

け
ば

良

か
っ

た
な
」 

麗
子
「

何
を

で

す
か
？

」 

藤
村
、

立
ち

上

が
る
。

海
が

赤

く
染

ま

っ
て

い
る
。

藤
村

、

海
を
見

つ
め

る

。 

麗
子
「C

a
f
e
 7

5
0

っ
て
、
ど
う

い
う

意
味
で

す
か

？

」 

藤
村
、

何
か

を

言
お
う

と
口

を

開
く
。

藤
村

の
ス
マ

ホ
が

鳴

る
。
藤

村
、

ス

マ
ホ

を

耳
に

当
て
る

。 

藤
村
「

は
い

」 

徹
也
の

声
「

あ

！
父
さ

ん
！

？

」 

藤
村
「

す
ま

ん

、
こ
れ

か
ら

帰

る
か
ら…

」 

徹
也
の

声
「

大

変
な
ん

だ
！

母

さ
ん
が

い
な

く

な
っ
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ち
ゃ
っ

た
ん

だ

よ
！
」 

藤
村
「

え
？

」 

徹
也
の

声
「

ち

ょ
っ
と

目
を

離

し
た
隙

に
消

え

ち
ゃ

っ
て
。

近
所

を

探
し
た

け
ど

い

な
い
ん

だ
！

ど

う

し
よ
う

、

警

察

に
届
け

た
方

が

い
い
か

な
」 

藤
村
「
わ

、
分

か

っ
た

。
こ

れ
か
ら

す
ぐ
帰

る
か

ら

」 

藤
村
、

ス
マ

ホ

を
切
る

。 

麗
子
「

ど
う

し

た
ん
で

す
か

？

」 

藤
村
「

妻
が

、

い
な
く

な
っ

た

ら
し
く

て
」 

藤
村
、

よ
ろ

よ

ろ
と
立

ち
上

が

る
。 

藤
村
「

か
、

帰

ら
な
い

と
」 

藤
村
、
歩
き

始
め

る
。
麗

子
も

立
ち

上

が
り

、

藤
村
を

追
い

か

け
る
。

藤
村

、

砂
に

足

を
取

ら
れ
て

転
ぶ

。

麗
子
、

藤
村

の

腕
を

取

る
。 

麗
子
「

藤
村

さ

ん
！
し

っ
か

り

し
て
下

さ
い

」 

藤
村
「

ど
、

ど

う
し
よ

う…

」 

麗
子
、

藤
村

の

肩
を
掴

む
。 

麗
子
「

思
い

当

た
る
所

、
な

い

ん
で
す

か
？

」 

藤
村
、

目
を

泳

が
せ
る

。 

麗
子
「

藤
村

さ

ん
！
」 
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麗
子
、

藤
村

の

肩
を
揺

さ
ぶ

る

。
藤
村

、
眉

を
寄
せ

る
。 

藤
村
「

も
し

か

し
て
、

あ
い

つ…

」 

麗
子
「

ど
こ

で

す
か
？

」 

藤
村
「

マ
グ

カ

ッ
プ

で

す…

」 

麗
子
「

マ
グ

カ

ッ
プ
？

」 

藤
村
と

麗
子

、

走
り
出

す
。 

 

○
和
江
の

自
宅 

玄
関
前

（
夜

） 

「
花
村

」
と

書
か

れ
た
表

札
の

あ

る
一
軒

家
。

藤
村
と

麗
子

、

立
っ
て

い
る

。

和
江

が

心
配

そ
う
に

藤
村

を

見
つ
め

て
い

る

。 

和
江
「

え
ぇ

、

確
か
に

い
ら

っ

し
ゃ
い

ま
し

た

よ

」 

藤
村
と

麗
子

、

顔
を
見

合
わ

せ

る
。 

和
江
「3

0

分
ぐ

ら
い
前

で
す

か

ね
。
こ

ん
な

遅
く

に

ど
う
し

た
の

か

な
っ
て

、
び

っ

く
り
し

た
ん

で

す

け
ど
」 

藤
村
「

も
し

か

し
て

」 

和
江
「

マ
グ

カ
ッ

プ
、
取

り
に

い
ら

し
た
ん

で
す

よ

」 

藤
村
、

眉
を

寄

せ
て
目

を
伏

せ

る
。

麗

子
、
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一
歩
前

へ
出

る

。 
麗
子
「

あ
の

、

陶
芸
教

室
の

生

徒
さ
ん

の
住

所

、
教

え
て
い

た
だ

け

ま
せ
ん

か
！

？

」 
藤
村
、

は
っ

と

し
て
麗

子
を

見

つ
め
る

。
麗

子
、
必

死
の

表

情
。 

 

○
住
宅
街 

道

（

夜
） 

美
桜
、

新
聞

紙

の
包
み

を
抱

え

て
、

走

っ
て

い
る

。
美

桜
、
息

を
切
ら

し
て

い

る
。
美
桜

、

躓
い
て

新
聞

紙

の
包
み

を
落

と

す
。
中

か
ら

、

色
鮮
や

か
な

マ

グ
カ
ッ

プ
が

出

て
来

る

。
美

桜
、
急

い
で

拾

い
、
再

び
走

り

始
め
る

。 

 

○
佐
藤
の

自
宅 

玄
関
前

（
夜

） 

「
佐
藤

」
と

書

か
れ
た

表
札

の

あ
る

家

。
藤

村
、
チ

ャ
イ

ム

を
押
し

て
い

る

。
藤
村

、
唇

を
噛
み

し
め

て
、
何
度
も

チ
ャ

イ

ム
を

押

す
。

麗
子
、

心
配

そ

う
に
藤

村
を

見

て
い
る

。 

 

○
河
原 

土
手

（

夜
） 
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美
桜
、

新
聞

紙

の
包
み

を
抱

え

て
、

走

っ
て

い
る
。
美
桜

、
息

を
切
ら

し
て

走

っ
て
い

る
。 

美
桜
、

立
ち

止

ま
っ
て

辺
り

を

見
回

す

。
美

桜
、
迷

う
よ

う

に
目
を

漂
わ

せ

て
か
ら

、
再

び
走
り

出
す

。 

 

○
田
中
の

自
宅 

門
の
前

（
夜

） 

「
田
中

」
と

書

か
れ
た

表
札

が

あ
る

大

き
な

一
軒
家

。
藤

村

、
息
を

切
ら

し

て
立

っ

て
い

る
。
麗

子
も

息

を
切
ら

し
て

立

っ
て
い

る
。

玄
関
に

明
か

り

が
点
り

、
門

が

開
く

。

藤
村

と
麗
子

、
門

の

中
に
入

っ
て

行

く
。 

 

○
河
原
（

夜
） 

美
桜
、

走
っ

て

や
っ
て

来
る

。

美
桜
、

く
た

び
れ
た

よ
う

に

そ
の

場

に
座

っ

て
し
ま

う
。

美
桜
、

大
切

そ

う
に
新

聞
紙

の

包
み
を

抱
き

し
め
て

い
る

。

美
桜
、

じ
っ

と

川
を

見

つ
め

る
。 
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○
住
宅
街 

道

（

夜
） 

藤
村
と

麗
子

、
息

を
切
ら

し
て

走

っ
て
い

る
。

徹
也
も

反
対

側

か
ら
、
走
っ

て
や

っ
て

来

る
。 

藤
村
「

徹
也

、

い
た
か

！
？

」 

徹
也
「

い
な

い

！
母
さ

ん
、

ま

た
ど
っ

か
で

迷

子
に

な
っ
て

る
ん

じ

ゃ
な
い

？
」 

麗
子
、

膝
に

手

を
つ
い

て
息

を

し
て
い

る
。

車
の
エ

ン
ジ

ン

音
が
す

る
。

麗

子
、
顔

を
上

げ
る
。

遠
く

に

あ
る
大

通
り

に

、
オ
レ

ン
ジ

色
の
タ

ク
シ

ー

が
通
る

。 

麗
子
「

藤
村

さ

ん
！
」 

藤
村
「

え
？

」 

麗
子
「

こ
ん

な

時
こ
そ

、
勤
続

4
0

年
！
」 

藤
村
、

慌
て

て

ス
マ
ホ

を
取

り

出
す

。 

 

○
登
戸 

道
（

夜

） 

オ
レ
ン

ジ
色

の

タ
ク
シ

ー
が

走

っ
て
い

る
。 

タ
ク
シ

ー
無

線
「

登
戸
方

面
走

行

中

の
全

車
に

連

絡
」 

タ
ク
シ

ー
、U

タ

ー
ン
し

始
め

る

。 

タ
ク
シ

ー
無

線
「5

0

代
後
半
女
性

、
緑
の

セ
ー

タ
ー
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に
、
グ

レ
ー

の

ス
ウ
ェ

ッ
ト

」 

 

○
登
戸
駅

前 

道

（
夜
） 

タ
ク
シ

ー
乗

り

場
。
オ

レ
ン

ジ

色
の

タ

ク
シ

ー
が
列

を
作

っ

て
い
る

。
タ

ク

シ
ー
、

ロ
ー

タ
リ
ー

を
旋

回

し
て
、

街
の

中

へ
と

走

っ
て

行
く
。 

 

○
県
道

3

号
線 

オ
レ
ン

ジ
色

の

タ
ク
シ

ー
が

何

台
も

走

っ
て

い
る
。 

 

○
住
宅
街 

道

（

夜
） 

藤
村
、

ス
マ

ホ

を
操
作

し
て

い

る
。
徹

也
、

呆
れ
た

よ
う

に

藤
村
を

見
て

い

る
。 

徹
也
「

こ
ん

な

ん
で
ほ

ん
と

に

見
つ
か

る
の

か

よ
」 

麗
子
、

笑
っ

て

徹
也
を

見
つ

め

る
。 

麗
子
「

大
丈

夫

。
す
ご

い
ん

だ

か
ら
、

あ
な

た

の
お

父
さ
ん

」 

麗
子
、

得
意

げ

に
徹
也

を
見

つ

め
る
。

一
台
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の
オ
レ

ン
ジ

色

の
タ
ク

シ
ー

が

走
っ
て

来
る

。

タ
ク
シ

ー
、

三

人
の
前

に
停

ま

る
。

運

転
手

が
窓
を

開
け

る

。 

運
転
手

「
藤

村

さ
ん
で

す
か

！

？
奥
さ

ん
、

見

つ
か

り
ま
し

た

。

乗

っ
て
下

さ
い

！

」 

藤
村
「

あ
、

あ

り
が
と

う
！

」 

徹
也
、

目
を

見

開
く
。 

徹
也
「

え
っ

、

も
う
！

？
」 

タ
ク
シ

ー
の

後

部
座
席

の
ド

ア

が
開

く

。 

 

○
河
原 

土
手

（

夜
） 

タ
ク
シ

ー
が

停

ま
る
。

藤
村

、

徹
也
、

麗
子

が
タ
ク

シ
ー

か

ら
降
り

る
。

川

の
近

く

に
、

美
桜
が

座
り

込

ん
で
い

る
。

美

桜
、
新

聞
紙

に
く
る

ま
れ

た

荷
物
を

抱
え

て

ぼ
ん
や

り
と

川
を
見

つ
め

て

い
る
。 

藤
村
、

川
に

降

り
る
階

段
を

降

り
始

め

る
。

徹
也
も

藤
村

の

後
を
追

い
か

け

よ
う
と

す
る

が
、
麗

子
が

手

で
制
す

る
。 

タ
ク
シ

ー
は

走

り
去
る

。 



98 

 

○
河
原
（

夜
） 

美
桜
、

地
面

に

座
り
込

ん
で

い

る
。
藤

村
、

美
桜
に

近
づ

く

。 

藤
村
「

母
さ

ん

」 

美
桜
、

笑
顔

で

振
り
向

く
。 

美
桜
「

秀
平

さ

ん
！
」 

美
桜
、

立
ち

上

が
ろ
う

と
し

て

よ
ろ
め

く
。

藤
村
、
美
桜

に
駆

け
寄
っ

て
、
肩
を

支

え
る

。

藤
村
と

美
桜

、

そ
の
場

に
座

る

。 

美
桜
「

ね
ぇ

、

覚
え
て

る
？

こ

こ
、
新

婚
旅

行

で
来

た
海
。

楽

し

か

っ
た
わ

よ
ね

」 

藤
村
、

ぎ
ょ

っ

と
し
て

美
桜

を

見
つ
め

る
。

美
桜
、

首
を

か

し
げ
て

に
こ

に

こ
し
な

が
ら

藤
村
を

見
て

い

る
。
藤

村
、

鼻

を
す
す

る
。 

藤
村
「

あ
ぁ

、

覚
え
て

る
よ

」 

美
桜
、

無
表

情

で
川
を

見
つ

め

る
。 

美
桜
「

ど
こ

の

海
だ
っ

た
か

し

ら…

」 

藤
村
、

俯
い

て

涙
を
こ

ら
え

て

い
る
。 

藤
村
「

熱
海

だ

」 

美
桜
「

熱
海…

」 
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美
桜
、

新
聞

紙

の
包
み

を
抱

き

し
め
る

。 
美
桜
「

秀
平

さ

ん
。
私

、
熱

海

っ
て
初

め
て

来

た
わ

…

。
き

れ
い

な

所
で
す

ね
」 

美
桜
、

藤
村

に

身
を
寄

せ
る

。 

美
桜
「

ね
ぇ

、

こ
れ
か

ら
ど

ん

な
こ
と

が

起

き

る
の

か
し
ら

ね
」 

藤
村
、

鼻
を

す

す
り
な

が
ら

、

川
を

見

つ
め

る
。 

藤
村
「

美
桜

さ

ん
」 

美
桜
「

何
？

」 

藤
村
「

僕
、

不

安

な
ん

で
す

」 

美
桜
「

何
が

？

」 

藤
村
「

こ
れ

か

ら
い
ろ

ん
な

こ

と
が
あ

る
だ

ろ

う
け

ど
、
ち

ゃ
ん

と
や

っ
て
い

く

自

信

が
無
い

ん
で

す
」 

美
桜
、

藤
村

を

じ
っ
と

見
つ

め

る
。 

美
桜
「

秀
平

さ

ん
は
い

つ
だ

っ

て
、
ち

ゃ
ん

と

や
っ

て
る
じ

ゃ
な

い

」 

藤
村
、

鼻
を

こ

す
る
。 

藤
村
「

だ
け

ど

、
僕
の

仕
事

は

、
不
規

則
だ

し

、
給

料
も
安

い
し…

。
一
生

働
い

た

っ
て
、

退
職

金

が
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出
る
か

も

分

か

ら
な
い

」 

美
桜
、

吹
き

出

す
。 

美
桜
「

退
職

金

っ
て
、

い
く

ら

出
る
ん

で
す

か

？
」 

藤
村
「

さ
ぁ

、

出
た
と

し
て

も

安
い
で

す
よ

」 

美
桜
「

い
く

ら

？
」 

藤
村
「7

5
0

万
円

ぐ
ら
い

か
な

」 

美
桜
、

両
手

を

合
わ
せ

る
。 

美
桜
「7

5
0

万

円
！
そ

れ
だ

け

あ
れ
ば

、
喫

茶

店
が

開
け
る

わ
ね

」 

藤
村
「

喫
茶

店

？
」 

美
桜
「

昔
か

ら

夢
だ
っ

た
の

」 

藤
村
「

喫
茶

店

を
開
く

の
が

で

す
か
」 

美
桜
「

私
、
陶

芸

が
趣
味

だ
っ

て

言
っ
た

で
し

ょ

？
」 

藤
村
「

う
ん

」 

美
桜
「

自
分

で

焼
い
た

マ
グ

カ

ッ
プ
で

、
コ

ー

ヒ
ー

を
出
し

て
み

た

い
の
」 

藤
村
、

美
桜

が

持
っ
て

い
る

新

聞
紙

の

包
み

を
見
つ

め
る

。 

美
桜
「

約
束

し

ま
し
ょ

。
私

は

か
わ
い

い
マ

グ

カ
ッ

プ
を
焼

き
ま

す

。
あ
な

た
は

、

美
味
し

い

コ

ー

ヒ
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ー
を
淹

れ
ら

れ

る
よ
う

に
な

っ

て
」 

藤
村
「

コ
ー

ヒ

ー
か
。

僕
に

出

来
る
か

な
」 

美
桜
「

出
来

る

わ
。4

0

年
も
あ

る
ん
だ

も
の

」 

藤
村
「

そ
う

で

す
ね
、4

0

年
も

先
で
す

も
ん

ね

」 

美
桜
、

嬉
し

そ

う
に
笑

っ
て

い

る
。
藤

村
、

黙
っ
て

涙
を

流

し
て
い

る
。 

 

○
河
原 

土
手

（

夜
） 

麗
子
と

徹
也

が

立
っ
て

い
る

。

川
の
ほ

と
り

で
、
寄

り
添

っ

て
い
る

藤
村

と

美
桜

を

見
つ

め
て
い

る
。 

徹
也
「

何
、

話

し
て
る

ん
だ

ろ

う
」 

麗
子
、

藤
村

を

じ
っ
と

見
つ

め

る
。

麗

子
、

目
に
涙

が
溜

ま

る
。
麗

子
、
手
で

涙
を

拭

う
。 

麗
子
「

私
、

行

か
な
き

ゃ
」 

徹
也
「

え
！

家

に
寄
っ

て
行

っ

て
く
だ

さ
い

」 

麗
子
「

行
か

な

き
ゃ
い

け
な

い

所
が
あ

る
の

」 

麗
子
、

土
手

の

上
を
歩

き
始

め

る
。 

 

○
弥
生
荘 

和

久

の
部
屋

の
前

（

夜
） 
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麗
子
、

和
久

の

部
屋
の

前
に

立

っ
て
い

る
。

ド
ア
の

隙
間

か

ら
、
明

か
り

が
漏

れ
て
い

る
。

麗
子
、

ド
ア

を

ノ
ッ
ク

す
る

。

麗
子
、

ド
ア

を
背
に

し
て

地

面
に
座

り
込

む

。
部
屋

の
中

か
ら
物

音
が

す

る
。 

 

○
同 

和

久

の

部

屋
の
中

（
夜

） 

散
ら
か

っ
た

部

屋
。
和

久
、

ド

ア
を

背

に
し

て
、
玄

関
に

座

っ
て
い

る
。 

 

○
同 

和

久

の

部

屋
の
前

（
夜

） 

麗
子
、
頭
を

ド
ア

に
つ
け

て
た

め

息
を
つ

く
。 

麗
子
「

私
ね

、

和
久
と

話
す

の

が
怖
か

っ
た

の

」 

麗
子
、

膝
の

中

に
顔
を

う
ず

め

る
。 

麗
子
「

全
部

無

か
っ
た

こ
と

に

し
た
か

っ
た

の

」 

麗
子
、

顔
を

上

げ
る
。

目
に

涙

が
溢

れ

て
い

る
。 

麗
子
「

こ
れ

以

上
傷
つ

き
た

く

な
か
っ

た
か

ら

」 

麗
子
、

地
面

に

落
ち
て

い
る

表

札
を

見

る
。 

麗
子
「

私
ね

、

あ
の
お

店
一

人

で
や
っ

て
行

く

。
や
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っ
て
み

た
い

の

。
い
い

よ
ね

？

」 

麗
子
、
立
ち

上
が

っ
て
表

札
を

拾

う
。
麗

子
、

表
札
の

し
わ

を

伸
ば
し

て
、

ド

ア
の

横

の
ホ

ル
ダ
ー

に
入

れ

る
。
麗

子
、

表

札
の
「

三
木

和
久
」

と
書

か

れ
た
部

分
を

撫

で
る
。 

麗
子
「

さ
よ

な

ら
」 

麗
子
、

そ
の

場

を
立
ち

去
る

。 

 

○
公
園
の

前
（

夜

） 

麗
子
、

涙
を

流

し
な
が

ら
通

り

か
か
る

。
麗

子
、
立

ち
止

ま

る
。
麗

子
、

滑

り
台

を

見
つ

め
る
。

麗
子

、

笑
顔
に

な
る

。 

 

○
藤
村
の

自
宅 

台
所
（

夜
） 

徹
也
が

椅
子

に

ぐ
っ
た

り
と

座

っ
て
い

る
。 

徹
也
「

あ
ぁ

、

疲
れ
た

ぁ
」 

藤
村
が

部
屋

に

入
っ
て

来
る

。 

藤
村
「

母
さ

ん

、
寝
た

よ
」 

机
の
上

に
、
新
聞

紙
の
包

み
が

あ

る
。
徹

也
、

包
み
を

開
く

。

中
か
ら

、
色

鮮

や
か
な

マ
グ
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カ
ッ
プ

が

5

つ
出
て
来

る
。

徹

也
、
目

を
見

開
い
て

マ
グ

カ

ッ
プ
を

見
つ

め

る
。 

徹
也
「

母
さ

ん

は
こ
れ

を
探

し

て
た
の

か…

」 
藤
村
、

マ
グ

カ

ッ
プ
を

持
つ

。

藤
村
、

マ
グ

カ
ッ
プ

を
撫

で

る
。 

徹
也
「

喫
茶

店

で
使
お

う
と

し

て
た
ん

だ
も

ん

な
」 

藤
村
、

立
ち

上

が
っ
て

食
器

棚

を
開

け

る
。

藤
村
、

マ
グ

カ

ッ
プ
を

食
器

棚

に
入

れ

る
。 

藤
村
「

あ
れ

？

」 

藤
村
、

食
器

棚

の
中
を

触
る

。

藤
村
、

食
器

棚
に
敷

か
れ

て

い
る
布

を
め

く

る
。
藤

村
、

食
器
棚

の
中

を

指
で
コ

ツ
コ

ツ

と
叩

く

。 

徹
也
「

ど
う

し

た
の
？

」 

藤
村
「

い
や

、

な
ん
か

こ
こ

に…

」 

藤
村
、

食
器

棚

の
仕
切

り
板

を

外
す
。

仕
切

り
板
が

二
枚

重

な
っ
て

い
る

。

藤
村
、

仕
切

り
板
を

一
枚

取

る
。
中

か
ら

、

古
い

通

帳
が

何
冊
も

出
て

来

る
。 

徹
也
「

え
！

何

、
こ
れ

！
？

」 

徹
也

、
通

帳
を

手

に
取
り

、
め
く

る

。
藤

村
、
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通
帳
を

見
つ

め

る
。
通

帳
の

表

紙
に
は

「
喫

茶
店
貯

金
」

と

書
か
れ

て
い

る

。 

徹
也
「

す
ご

い

よ
、
こ

れ
！

月

に

5

千
円
と
か

1

万

と
か
、4

0
年
も

コ
ツ
コ

ツ
」 

徹
也
と

藤
村

、
目

を
丸
く

し
て

見

つ
め

合

う
。 

徹
也
「

総
額

、3
0
0

万
に
な
っ
て

る
」 

藤
村
、

目
に

涙

が
溜
ま

る
。

藤

村
、
涙

を
拭

う
。
徹

也
も

涙

を
溜
め

て
い

る

。 

徹
也
「

や
ろ

う

よ
、

父

さ
ん

」 

藤
村
「

あ
ぁ

」 

藤
村
と

徹
也

、

泣
き
な

が
ら

笑

い
合

う

。 

藤
村
、

通
帳

を

握
り
締

め
る

。 

 

○
河
原
（

朝
） 

テ
ロ
ッ

プ
「2
0
2
0

年

4

月
」 

川
沿
い

の
桜

が

満
開
に

な
っ

て

い
る
。

花
び

ら
が
、

川
に

浮

か
ん
で

い
る

。 

 

○
藤
村
の

自
宅 

台
所 

藤
村
が

、
椅

子

に
座
っ

て
新

聞

を
読

ん

で
い
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る
。
新

聞
に

は
、
「
新
型

コ
ロ

ナ

ウ
ィ
ル

ス
」

「
飲
食

店
に

時

短
営
業

要
請

」

等
と

書

か
れ

て
い
る

。
藤

村

、
テ
ー

ブ
ル

に

置
い
た

書
類

を
見
つ

め
る

。

書
類
に

は
「

土

地
売
買

契
約

書
」
と

書
か

れ

て
い
る

。
署

名

欄
は

空

欄
に

な
っ
て

い
る

。

藤
村
、

新
聞

を

脇
に

置

く
。

台
所
と

隣
り

合

っ
て
い

る
居

間

を
見

る

。 

 

○
藤
村
の

自
宅 

居
間 

美
桜
が

、
真

剣
に

テ
レ
ビ

を
見

つ

め
て
い

る
。

テ
レ
ビ

で
は

、

新
型
コ

ロ
ナ

ウ

ィ
ル
ス

の
ニ

ュ
ー
ス

を
や

っ

て
い
る

。
テ

ロ

ッ
プ

に

「
緊

急
事
態

宣
言

発

令
を
検

討
」

と

書
か
れ

て
い

る
。
美

桜
、

振

り
返
っ

て
、

心

配
そ
う

に
藤

村
の
顔

を
見

つ

め
る
。 

 

○
同 

台

所 

藤
村
、

じ
っ

と

美
桜
を

見
つ

め

る
。

藤

村
、

契
約
書

を
見

つ

め
る

。
藤

村
、
署

名
欄

に
「

藤

村
秀
平

」
と

書

く
。
藤

村
、

印

鑑
を

手

に
取
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る
。
藤
村

、
印

鑑

を
朱
肉

に
つ

け

る
。
藤
村

、

書
類
に

判
を

押

そ
う
と

す
る

が

、
手

が

止
ま

る
。
藤

村
、

何

度
も
瞬

き
を

す

る
。
藤

村
、

判
子
を

テ
ィ

ッ

シ
ュ
で

拭
く

。 

 

○
表
参
道 

街

路

樹
（
朝

） 

桜
が
色

づ
き

、

道
に
桜

吹
雪

が

舞
い

散

っ
て

い
る
。 

 

○
表
参
道 

都
道

4
1
3

号
線
（
朝
） 

オ
レ
ン

ジ
色

の

タ
ク
シ

ー
が

通

る
。 

 

○
同 

タ

ク
シ

ー

車
内
（

朝
） 

藤
村
、
口
笛

を
吹

き
な
が

ら
運

転

し
て
い

る
。

赤
信
号

で
車

が

停
ま
る

。
藤

村

、
マ
ス

ク
と

フ
ェ
イ

ス
シ

ー

ル
ド

を

付
け

る

。 

 

○C
a
f
e
 
T
r
e
e
 

店

内
（
朝

） 

誰
も
い

な
い

店

内
。
マ

ス
ク

を
付

け
た

麗

子
、

店
内
を

見
渡

し

て
い
る

。
麗

子

、
ト
イ

レ
ッ
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ト
ペ
ー

パ
ー

や

、
荷
物

の
入

っ

た
紙
袋

、
段

ボ
ー
ル

を
持

ち

上
げ
る

。 

 

○
同 

店

の
外

（

朝
） 

麗
子
、

ド
ア

の

前
に
立

っ
て

い

る
。
麗

子
、

ド
ア
に

鍵
を

か

け
る
。
ド
ア

に
は

貼
り

紙
「
緊

急
事
態

宣
言

に

つ
き
、

し
ば

ら

く
休
業

い
た

し
ま
す

。C
a
f
e
 
T
r
e
e

」
と
書

か

れ
て
い

る
。

麗
子
、

た
め

息

を
つ
い

て
歩

き

始
め
る

。 

 

○
同 

表

通

り

（

朝
） 

麗
子
、

手
を

上

げ
る
。

目
の

前

に
タ
ク

シ
ー

が
停
ま

る
。

麗

子
、
タ

ク
シ

ー

に
乗

る

。 

 

○
同 

タ

ク
シ

ー

車
内
（

朝
） 

フ
ェ
イ

ス
ガ

ー

ド
と
マ

ス
ク

を

し
た

藤

村
が

、

運
転
席

に
座

っ

て
い
る

。
麗

子

が
乗

り

込
ん

で
く
る

。
麗

子

、
ト
イ

レ
ッ

ト

ペ
ー
パ

ー

や

紙
袋
、

段
ボ

ー

ル
を
、

投
げ

出

す
よ
う

に
後

部
座
席

に
置

く

。
麗
子

、
ぐ

っ

た
り
と

体
を
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シ
ー
ト

に
預

け

て
、
目

を
つ

ぶ

る
。 

麗
子
「

初
台

駅

ま
で
、

お
願

い

し
ま
す

」 
車
が
動

き
出

す

。 

藤
村
「

感
染

予

防
で
、

窓
を

開

け
さ
せ

て
い

た

だ
き

ま
す
」 窓

が
開

き
、

風

と
桜
の

花
び

ら

が
入

っ

て
来

る
。
藤

村
、

バ

ッ
ク
ミ

ラ
ー

で

ち
ら
っ

と
麗

子
を
見

る
。 

藤
村
「

今
、

ど

こ
も
ト

イ
レ

ッ

ト
ペ
ー

パ
ー

売

り
切

れ
み
た

い
で

す

ね
」 

麗
子
、

だ
る

そ

う
に
藤

村
を

見

つ
め
る

。 

麗
子
「

デ
マ

で

す
よ
。

何
か

あ

る
と
ト

イ
レ

ッ

ト
ペ

ー
パ
ー

を
買

い

占
め
る

の
は

、

日
本
人

の

悪

い

癖

だ
わ
」 藤

村
、

眉
を

上

げ
て
麗

子
の

隣

に
置

い

て
あ

る
ト
イ

レ
ッ

ト

ペ
ー
パ

ー

の

袋

を
見

つ

め
る

。

麗
子
、

そ
の

視

線
に
気

が
付

い

て
唇

を

尖
ら

せ
る
。 

麗
子
「

言
っ

て

お
く
け

ど
、

私

は
買
い

占
め

じ

ゃ
な

い
で
す

よ
」 
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藤
村
「

い
え

い

え
、
ま

さ
か

！

そ
ん
な

風
に

思

っ
て

な
い
で

す
よ

。

は
い
」 

藤
村
、

肩
を

す

く
め
る

。
麗

子

、
ぼ
ん

や
り

と
窓
の

外
を

見

つ
め
る

。 

麗
子
「

少
し

寝

ま
す
。

着
い

た

ら
起
こ

し
て

く

だ
さ

い
」 

麗
子
、
シ
ー

ト
に

ぐ
っ
た

り
と

身

を
預

け

て
、

目
を
つ

ぶ
る

。

藤
村
、

バ
ッ

ク

ミ
ラ
ー

で
麗

子
を
見

る
。 

 

○
首
都
高

（
朝

） 

タ
ク
シ

ー
が

走

っ
て
い

る
。
晴
れ

渡
っ
た

空
。

東
京
湾

が
青

く

光
っ
て

い
る

。 

 

○
お
台
場

海
浜

公

園
近

く

の
都
道

4
8
2

号
（
朝
） 

タ
ク
シ

ー
が

静

か
に
停

ま
る

。 

 

○
同 

タ

ク
シ

ー

車
内
（

朝
） 

藤
村
、

後
部

座

席
を
振

り
向

く

。 

藤
村
「

お
客

さ

ん
、
着

き
ま

し

た
」 
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麗
子
、

半
目

を

開
け
て

身
を

起

こ
す
。 

麗
子
「

あ
ぁ

、

は
い
」 

麗
子
、
窓
の

外
を

見
つ
め

る
。
窓
の

外

に
は

、

見
渡
す

限
り

の

芝
生
が

広
が

っ

て
い
る

。
麗

子
、
目

を
丸

く

す
る
。 

麗
子
「

え
っ
、
ち

ょ
っ
と

、
こ

こ
、
ど
こ
で

す
か

！

？
」 

麗
子
、

藤
村

を

見
つ
め

る
。

藤

村
、

フ

ェ
イ

ス
ガ
ー

ド
と

マ

ス
ク
を

外
す

。
藤

村
、
笑

顔
。 

麗
子
、

唖
然

と

し
て
藤

村
を

見

つ
め
る

。 

麗
子
「

え
っ

、

な
、
な

ん
で

！

？
」 

藤
村
「

三
木

さ

ん
。
全

然
気

づ

か
な
い

ん
だ

も

ん
な

ぁ
。
び

っ
く

り

し
ち
ゃ

い
ま

し

た
よ
」 

麗
子
「

藤
村

さ
ん

、
運
転

手
に

戻
っ

た
ん
で

す
か

！

？
」 

藤
村
「

一
日

だ

け
借
り

た
ん

で

す
」 

藤
村
、

ハ
ン

ド

ル
を
触

る
。 

藤
村
「

今
日

か

ら
、
お

店
は

休

業
で
し

ょ
？

三

木
さ

ん
、
落

ち
込

ん

で
る
ん

じ
ゃ

な

い
か
と

思

っ

て

」 

麗
子
「

ど
こ

で

す
か
、

こ
こ

？

」 

藤
村
「

私
の

お

店
に
ご

案
内

し

ま
す
」 

麗
子
「

お
店

？

だ
っ
て

、
藤

村

さ
ん
、

結
局

喫

茶
店
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は
諦
め

た
っ

て

言
っ
て

ま
し

た

よ
ね
？

」 

藤
村
、

笑
っ

て

い
る
。 

麗
子
「

コ
ロ

ナ

で…

」 
タ
ク
シ

ー
の

後

部
座
席

の
ド

ア

が
開

く

。
藤

村
、
タ

ク
シ

ー

を
降
り

る
。

麗

子
も

タ

ク
シ

ー
を
降

り
る

。 

 

○
同 

公

園
内

広

場
（
朝

） 

藤
村
が

歩
い

て

い
る
。

藤
村

の

後
ろ
を

、
麗

子
が
歩

い
て

い

る
。
目

の
前

に

海
が

広

が
っ

て
い
る

。
海

が

キ
ラ
キ

ラ
と

光

っ
て
い

る
。

麗
子
、

手
を

顔

に
当
て

て
、

目

を
細

め

る
。 

道
行
く

人
が

、

カ
ッ
プ

を
持

っ

て
い
る

。
カ

ッ
プ
に

は
、

オ

レ
ン
ジ

の
車

の

ロ
ゴ

が

入
っ

て
い
る

。 

一
台
の

キ
ッ

チ

ン
カ
ー

。
キ

ッ

チ
ン
カ

ー

の

側
面
に

は
「C

a
f
e
 7

5
0

」
と
書

か
れ

て
い
る

。 

麗
子
、

目
を

見

開
い
て

そ
れ

を

見
る
。 

キ
ッ
チ

ン
カ

ー

の
中
に

、
エ

プ

ロ
ン

を

付
け

た
美
桜

と
、

徹

也
が
い

る
。

売

り
場

の

横
に
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は
、
色

鮮
や

か

な
マ
グ

カ
ッ

プ

が
飾

ら

れ
て

い
る
。

美
桜

と

徹
也
、

麗
子

に

向
か
っ

て
、

笑
顔
で

手
を

振

る
。 

麗
子
、

藤
村

を

見
つ
め

る
。

藤

村
、
振

り
向

い
て
笑

顔
に

な

る
。
藤

村
、
両
手

を
広

げ

る
。 

藤
村
「C

a
f
e
 
7
5
0

へ
よ
う

こ
そ

！

」 

麗
子
、
笑
顔

に
な

る
。
藤

村
も

満
面

の

笑
顔

。 

抜
け
る

よ
う

な

青
空
。 

公
園
内

で
、
コ
ー

ヒ
ー
を

飲
む

人

々
の

笑

顔
。 

風
が
吹

き
、

ど

こ
か
ら

か
桜

の

花
び
ら

が
飛

ん
で
来

る
。 

花
び
ら

は
、

海

の
向
こ

う
へ

飛

ん
で

行

く
。 

 
完  


